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この度，平成6年度に実施しました深渕北遺跡の報告書を刊行する運びと

なりました。

野市町は近年，人口が増加し，それに伴う開発も増加する傾向にあります。

この様な一方で本町の主要産業である農業の近代化も進めています。深渕地

区（父養寺地区）においても圃場整備事業の進展が図られておりましたとこ

ろ，平安時代から中世にかけての遺跡である深渕北遺跡が発見されました。

野市町では，貴重な文化財を保護・保存し後世に伝える方途を検討いたし

ましたが，発掘調査によって，記録保存を行い，その成果を広く公表し，郷

土の歴史解明に資することになりました。

今回の発掘調査では，平安時代から中世にかけての遺構・遺物が発見され

ました。中でも官衛関連の遺物が多く発見され，古代，古物部川水系を背景

に栄えた当地城の人々と都との繋がりを明らかにするだけでなく，県内の歴

史の発展過程を解明する上で貴重な資料になりました。

今回の報告が，埋蔵文化財への一層の理解を深めていただく一助となり，

考古学研究の資料としてご活用いただければ幸いです。

最後になりましたが，調査にご尽力いただいた㈲高知県埋蔵文化財セン

ター及び高知県教育委員会，調査に携わった方々にお礼申し上げますととも

に，父養寺地区の方々，南国耕地事務所の文化財への深いご理解とご協力に

感謝申し上げます。

平成8年3月

野市町教育委員会

教育長　橋　田　速　生
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1．本書は，野市町教育委員会が平成6年度に実施した野市町西部地区県営圃場整備事業に伴う深

渕北遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2．深渕北遺跡は，高知県香美郡野市町父養寺に所在する。

3．発掘調査は一次調査（確認調査）を平成6年5月17日から5月24日まで行い，二次調査を同年
．　．

9月13日から12月6日まで実施した。

4．調査面積

（1）調査対象面積　50，000I五

（2）調査面積

一次調査　500I肩

二次調査　2，710Id（試掘調査910Id　本調査1，800I戒）

5．調査体制は以下のとおりである。

（1）調査員

出原　恵三　　　㈲高知県文化財団埋蔵文化財センター　調査第3係長

佐竹　　寛　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　主任調査員

吉成　承三　　　　　　　　　　岡　　　　　　　　　　調査員

（2）事務担当

小松　大洋　　　野市町教育委員会社会教育主事

6．本書の編集は野市町教育委員会が行い，編集実務は佐竹寛，吉成承三の両名が行い，執筆につ

いては第I章，第Ⅱ章を佐竹，第Ⅴ章を吉成，第Ⅲ章，第Ⅳ章は佐竹，吉成がそれぞれ分担し，

本文末尾に執筆者名を記した。

7．出土遺物の色調については，「新版　標準土色帖」の名称を使用した。

8．本報告書を作成するにあたって下記の諸氏から助言・教示をいただいた。

橋本久和（高槻市立埋蔵文化財調査センター），百瀬正恒（京都市埋蔵文化財研究所）

浅野春樹（埼玉県埋蔵文化財調査事業団），荻野繁春（福井工業高等専門学校）

吉村正親（京都市埋蔵文化財研究所），中野良一（愛媛県埋蔵文化財調査センター）

片桐孝浩（香川県埋蔵文化財調査センター），辻　佳伸（徳島県埋蔵文化財センター）

松田直別（高知県埋蔵文化財センター）

9．発掘作業及び，整理作業で下記の方々の協力を得た。

発掘作業　貞岡重道，佐野宣重，佐々木龍夫，小松一仁，大黒貞之，町田恵子，森田彩子

杉本加代，間城美恵子，岡村佐由紀，石川康人，小松和則，山本隆則

整理作業　尾崎富貴

また，整理作業にあたっては，大原喜子，山中美代子，浜田雅代，東村知子，松山真澄，岩本須

美子，小野山美香，大黒泰子，岡村真由紀，河村真美の協力を得た。
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第I章　調査に至る経過

深渕北遺跡の立地する野市町深渕地区は，物

部川流域における弥生時代から中・近世にわた

る遺物の散布地として高知県教育委員会によっ

て確認されており，昭和62－63年度にかけて野

市町小規模排水対策特別事業及び，深渕地区再

編農業構造改善事業に先立ち，深渕遺跡の発掘

調査が行われた。調査の結果，縄文時代晩期か

ら中・近世にかけての集落跡や瓦窯跡の発見，

さらに古代の官衛関連の貴重な遺構や遺物も多

く発見され，野市町をはじめ，土佐の古代史を

解明するうえでも極めて貴重な発見となった。

今次調査の深渕北遺跡は，深渕遺跡よりもさ

らに1kmほど北寄りの父養寺地区に位置し，弥

生時代から中世にわたる遺物の散布地として確

町

認されていた場所である。平成元年度に県営圃場整備事業に先立ち，試掘調査が行われた結果，10

世紀代を中心とする遺物が広範囲にわたって確認された。

今次調査は，野市町西部地区県営圃場整備事業（父養寺地区）に先立ち，実施されたものである。

当事業は，農地の区画整理と道水路継続的整備によって，農地の集団化と効率利用を図り，農業生

産力の増大と経営の合理化に寄与することを目的とするものであるが，施行されることにより広範

囲にわたる遺跡破壊は必至であった。このため，埋蔵文化財保護の立場から高知県教育委員会は南

国耕地事務所と協議を重ねた結果，野市町教育委員会に対して，遺跡のより正確な範囲・性格・内

容・遺存状態等を把握することと合わせて，記録保存のための本格的な発掘調査の要請を行った。

これを受けて野市町教育委員会は，事業対象地のうち，6・7年度の施行範囲について事前に

遺構の範囲及び，遺物の分布密度等を把握することにより，埋蔵文化財の保護と事業の円滑な調

整を図ることを目的として試掘調査を実施することとなった。調査は，対象地50，000I肩のうち，約

500Idについて県教育委員会と高知県文化財団埋蔵文化財センターの協力を得て，5月17日から24

日まで実施された。調査の結果，対象地のごく一部の調査であったため，遺跡の全体像を把揺す

るまでには至っていないが，官衛や古代寺院との係りを想定させるような貴重な遺物の出土や，中

世の遺物を中心とした包含層が確認されたことから，対象地内には遺構・遺物等が十分に遺存して

いることが予想された。このため，野市町教育委員会は同センターに専門調査員の派遣を依頼し，

調査対象地内の道路・用水路工事予定地を中心にトレンチを設定し，本調査の事前に試掘調査を実

施した。その結果，遺構が検出されたトレンチを中心に調査区を拡張し，本調査を実施することと

なった。



第Ⅱ章　周辺の地理的・歴史的環境

1．地理的環境

深渕北遺跡の所在する香美郡野市町は，高知県のほぼ中央部にある県下最大の穀倉地帯，高知

平野の東端に位置し，県下3大河川の一つ，物部川の下流に発達した扇状地上に集落が発達した町

である。この物部川は，県北東部の香美郡物部村，剣山系の白髪山（1，770m）の東斜面に源を発

し，高知平野東部の同郡吉川村で土佐湾に注ぐ。上・中流は仏像構造線に沿って直線的に西南西流

しており，流路に沿ったルートは古来，阿波への最短路として知られている。北隣の土佐山田町で

流路を南に変えた物部川は，下流に肥沃な香長平野を形成する。高知平野の東部を成す香長平野は

不整形の扇状地で，物部川両岸に鏡野・山田野と呼ばれる古期扇状地の砂礫層から成る洪積台地が

横たわる。台地面は河床から5m前後の比高をもち，台地の間に新期扇状地が広がり，北端は国分

川の浸食により崖をなす。新期扇状地から沖積低地にかけての開発の歴史は古く，県下最大の遺跡

群である南国市の田村遺跡群は，縄文時代から近世にわたる巨大な複合遺跡で，水田住居跡も発掘
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Fig．2　野市町地形図

されている。また，条理制地割の遺構が広く

認められているが，旧物部川は洪水氾濫をた

びたび繰り返して数流に派流を形成流下して

おり，条理制地割の乱れた部分も多く，旧水

路も数本認められる。中世になると，それま

で多数存在していた小流路の幾つかが埋積作

用によって埋まり，大きな自然堤防が形成さ

れ，物部川の流路の定着化が始まったと考え

られている。深渕北遺跡は，物部川の河口か

ら約5kmほど上流に遡った左岸に位置し，調

査区近辺の標高は約22m前後である。

沖積台地の開発は，近世になって本格的に

進められるようになる。堤防強化や流路の変

更工事がなされ，周辺に点在する自然堤防の

削平や窪地の埋め立て等を行い，堰・潅漑用

水路等を設け導水の後，次第に水田化し，豊

かな田園地帯と化す。開発には郷士が登用さ

れ，台地上には旧郷士屋敷が散在し，散村的

景観を呈する。後免・土佐山田・野市の在郷

町もこの時期に形成されたものである。

温暖な気候に恵まれ，かつては南国市と並

んで米の二期作地帯として知られていたが，

近年は周辺部へも商圏を拡げ，交通の便も生



N o． 遺　 跡　 名 時　　 代

1 探測北 遺跡 弥生～中世

2 探測遺跡 縄 文～近世

3 探測城跡 中世

4 亀 山窯跡 平安

5 母代寺 遺跡 平 安 ・中世

6 西野遺 跡群 弥生 ・古墳 ・平安

7 下ノ坪 遺跡 平安

8 北地遺跡 弥生

9 高田遺跡 平安

10 下井遺跡 平安 ・中世

11 笹ケ峰遺跡 弥生

12 幣 盟 を 墳） 古墳

13 ア ゴデ ン白岩窯跡 平安

14 大谷古墳 古墳

N o． 遺　 跡　 名 時　　 代

15 山下遺跡 平安 ・中世

16 西 ノ谷遺跡 平安

17 大崎 山遺跡 古墳

18 本村遺跡 平安

19 曽我遺跡 弥生～ 中世

20 東野遺跡 平安

21 香宗城跡 中世

22 東野土居遺跡 古墳～平安

23 下分遣崎遺跡 弥生

24 十万遺跡 弥生～ 中一世

25 須恵上段遺跡 古墳～近世

26 伏原遺跡 弥生～平安

27 ひびの きサ ウジ遺跡 弥生～近世

28 大塚古墳 古墳

Fig．3　周辺の遺跡分布図

N o． 遺　 跡　 名 時　　 代

2 9 ひ びの き遺 跡 弥生 ・古 墳

3 0 シ タ ノヂ 遺 跡 古 墳 ～平 安

3 1 林 田遺 跡 弥生 ～ 中世

3 2 龍 河 洞 洞 穴 遺 跡 弥生

3 3 原 遺 跡 弥生 ～ 中世

3 4 高 柳 遺 跡 弥生 ～ 中世

3 5 大 領 遺 跡 古 墳 ～ 中世

3 6 金 地 遺 跡 弥生 ・平 安 ・中 世

3 7 岩 村 土 居 城 跡 中世

3 8 田村 遺 跡 群 縄 文 ～近 世

3 9 田村 城 跡 中世

4 0 土 佐 国分 寺 跡 奈 良 ・平 安

4 1 比 江 廃 寺 跡 白鳳 ・奈 良

4 2 土 佐 国府 跡 弥 生 ・中 世

3



かして米作よりもむしろ施設園芸が盛んに行われている。また，宅地開発が目覚ましく，人口増加

率は県下で群を抜いており，高知市のベットタウン化が急速に進んでいる。

2．歴史的環境

野市町周辺は，長岡台地と野市台地との間に，土佐山田町神母ノ木を扇頂とする物部扇状地の低

地が同心円状の等高線を措いて存在している。この低地は，物部川が形成したものであるが，扇端

方向に向かって多くの小水路が流れている。しかも，物部川の旧水路は現河道よりも西寄りにあり，
r．一

それも乱流していたことが判明している。この旧河道の西端，扇状地の低地南端に県内では最大の

田村遺跡群がある。田村遺跡群は縄文以来，中世の環濠集落までの複合遺跡であり，高知県下最大

の遺跡である。また，弥生時代前期の水田跡も発見されており，物部川河口流域の弥生時代初期の

母村と考えられ，弥生文化初期農耕の伝播を知るうえで重要な遺跡である。

香宗川流域では，香我美町の下分速崎遺跡，十万遺跡が縄文晩期の遺跡である。下分速崎遺跡は，

弥生時代初期の土器が発見されるとともに，多量の木器が出土したことで知られ，香宗川流域の弥

生時代の集落の母村的役割を担っていたと考えられる。また，すぐ隣の曽我遺跡では，弥生時代の

木製農具が最初に出土したほか，奈良・平安時代の掘立柱建物跡・据柱礎石建物跡・柵列・土抗・

溝跡・柱穴多数が検出され，緑粕陶器・墨書土器・円面硯・転用硯・荷札状木製品等が出土した。

また，出土遺物の黒色土器・灰粕陶器・土師器等に搬入品が多く，中央との結びつきを想定させら

れ，宗我郷の「郷家」あるいは，郡衛クラスの役所の存在が推定されている。

野市町内にも多くの遺跡が存在し，その歴史は深渕遺跡出土の遺物によって，縄文時代まで遡る

ことができる。弥生時代では，昭和62・63年度に行われた調査の結果，竪穴住居・掘立柱建物跡・

溝跡等が検出され，それらに伴う遺物として，壷・嚢・鉢・壷棺等が出土している。また，県下で

は発見例の少ない古墳時代の竃を伴う方形の大型竪穴住居が検出され，土師器の鉢・壷・嚢，須恵

器の杯・蓋等が出土しており，この時期の県内における住居跡の性格を解明するうえで極めて貴重

な発見となった。また，周辺には溝渕山古墳（竹ノ内山古墳），大谷古墳，小山谷古墳等が築造さ

れており，さらに，東方約2kmの本村には，瀬戸内地方の時代背景を受けて成立したとみられる弥

生時代の高地性集落的な要素を持つ本村遺跡がある。

奈良・平安時代においては，掘立柱建物跡・柵列・土抗・溝跡・瓦窯跡や工房跡とみられる遺構

が検出されており，主な出土遺物として，銘尾・二彩陶器・緑粕陶器・墨書土器・円面硯・風字硯

等が出土していることから，特に8世紀代に居住者が直接・間接的に中央官街または地方官衛に関

係していたものと考えられている。

同町内には，この他にも条理遺構の可能性を持つホノギ名（中ノ坪・一ノ坪・大坪・四ノ坪）な

どが随所に見られたり，平安京太極殿・法勝寺等に左古山亀山窯の瓦が使用されたりしており，古

代における土佐と中央との関係を知るうえで重要な窯跡も存在する。

このように，官衛関連の貴重な遺構や遺物が多く検出されたことにより，周辺の香美郡衛推定地

と考えられる土佐山田町大領遺跡，南国市土佐国府跡，豪族の館を検出した香我美町十万遺跡等，
／

官衛と密接に関連する遺跡として注目されてきた地域である。
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第Ⅲ章　調査の概要

1．調査の方法

調査は，5月に第一次調査を行った。調査対象地内に20箇所の試掘トレンチを任意に設定し，表

土である耕作土及び旧耕作土を重機で除去した後，人力で掘り下げることにより遺構・遺物の有無

を確認した。試掘トレンチの位置は，平板等で測量し，層序については柱状図，またはセクション

図を作成した。

第2次調査は，第1次調査が行われた5月が施設園芸の時期であったため，試掘しきれていな

かった部分について本調査の事前に試掘調査を行った。試掘調査は，圃場整備に伴うため調査範囲

が広範囲に及ぶことから，調査対象地内の道路・用水路工事予定地を中心に，40箇所の試掘トレン

チを設定し，遺構の範囲及び遺物の分布密度の把握をするために行った。トレンチの掘削には重機

を使用し，表土・無遺物層等の掘り下げを行い，遺構及び遺物包含層の検出・掘り下げは人力によ

り精査に努め，遺物を検出したトレンチを中心に調査区を設定し，本調査を実施した。本調査区は，

遺構・遺物を検出した試掘トレンチのTRlを拡張し，調査I区とした。併せて農道をはさみ，北

側に調査Ⅱ区を設定した。検出した遺構・遺物の出土状況，及び土層等については，写真撮影を行っ

た後，平面図（S‥1／10・1／20）及び断面図（S：1／20）を作成した。

なお，測量には，磁北を基準ラインとし，東西にアルファベット，南北に数字を付し，任意にグ

リッドを展開した。

Fig．4　調査対象地位置図



Fig．5　試掘トレンチ及び調査区配置図
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2．1次調査の概要

調査対象地内に20箇所の試掘トレンチを任意に設定し，発掘調査を実施した。調査区が広範であ

り，層序及び遺物の出土状況は各トレンチごとに非常にばらつきがある。旧河川の流路の変遷によ

るものと思われる。

各トレンチでの遺構・遺物の出土状況は，以下の表に一覧する。

T R 検出遺構 由　 土　 遺　 物

1 土師器，須恵器，瓦質土器

2 弥生土器，土 師器，須恵器

3 集石 土 師器，須恵器

4 ，

5 集石 弥生土器，土師器，須恵器 ・

6

7

8 土師器，須恵器

9 土師器，須恵器，青磁 ，瓦質土器

10
弥生土器，土師器，須恵器，
瓦片 （布 目）

T R 検出遺構 出　 土　 遺　 物

11 土師器，須恵器

12‾
縄文土器，弥生土器，土師器，
須恵器，青磁

13 土師器，須恵器

14 土師器

15
弥生土器，土師器，須恵器，黒色
土器，瓦質土器 （鍋），砥石

16 pit 5 個
弥生土器，土師器，須恵器，
瓦質土器

17

18 土師器

19 須恵器

20 土師器，須恵器，緑粕陶器

基本層序

ここでは第1次調査及び本調査において遺構・遺物を検出した試掘トレンチについての基本層

序を取り上げる。先述したように，調査対象地は古物部川の影響により土層の堆積状況はプライマ

リーではない。

TRl（Fig．6）

調査対象地の南部に設定した2×5mのトレンチである。表土下約40cmで，土師器，須恵器，瓦

質土器を含む遺物包含層（第Ⅳ層）を検出した。基本層序は，第Ⅲ層まで東西にほぼフラットに堆

積しているが，第Ⅳ層・Ⅴ層は現物部川のある西側に向かって傾斜している。

TRlでの基本層序を以下に述べる。

第I層：表土（耕作土）

第Ⅱ層：灰黄褐色粘質土（漸移層）

第Ⅲ層：黄褐色粘質土（礫混じる）

第Ⅳ層：灰褐色粘質土（遺物包含層）

第Ⅴ層：灰褐色シル下層

TR5（Fig．6）

調査対象地南部，TRlの西側に設定した3×6mのトレンチである。表土直下で遺物包含層（第



DL：22．00m

TRl　北壁セクション

DL：22．00m

I　表土
Ⅱ　灰黄褐色粘質土（漸移層）
Ⅲ　黄褐色粘質土（礫混・床土）
Ⅳ　灰褐色粘質土（遺物包含層）
Ⅴ　灰褐色シルト

Ⅱ

Ⅳ
くつⅤ

T R 5　 東壁 セクシ ョン

DL：22．00m

DL：22．50m　　　Ⅱ

TR5　南壁セクション

TR15　南壁

I　表土
Ⅱ　灰黒黄色粘質土
Ⅲ　淡灰黄色粘質土
Ⅳ　濃灰黄色粘質土
Ⅴ　灰褐色粘質土

Ⅵ　黒褐色シルト（固い・鉄分を多量に含む）
Ⅵ【砂礫

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

TR15

I　表土

Ⅱ　黄褐色粘質土

Ⅲ　暗灰褐色粘質土

Ⅳ　明灰褐色粘質土

TR16　北壁

Fig．6　試掘トレンチセクション図

TR16

I　表土

Ⅱ　灰褐色粘質土

Ⅲ　灰黒褐色砂質土（礫混）

Ⅱ層）を検出した。第Ⅱ層からⅤ層までが遺物包含層であり，弥生土器・土師器・須恵器等が出土

している。また，Ⅴ層直上（標高21．890m）で，直径15cm前後を測る円礫の集石が認められるが，

規模・性格等は不明である。

TR5での基本層序を以下に述べる。

第I層：耕作土

第Ⅱ層：灰黒黄色粘質土（遺物包含層）

第Ⅲ層：淡灰黄色粘質土（　ク　）
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第Ⅳ層：濃灰黄色粘質土（遺物包含層）

第Ⅴ層：灰褐色粘質土　（　ク　）

第Ⅵ層：黒灰色シルト（鉄分を多量に含む）

第Ⅶ層：砂礫層

TR15・16（Fig．6）

調査対象地中央部やや北寄りに設定した2×2mのトレンチである。表土及び床土直下で遺物包

含層（第Ⅲ層）を検出した。包含層は層厚20－30cm前後で堆積しており，土師器，須恵器，黒色
－、．

土器等，古代の土器を中心とする遺物の出土が見られた。また，TR16ではⅢ層上面と下面で直径

30cm前後を測るPitを5個検出した。遺構埋土は暗褐色粘質土であり，Ⅲ層との色調の差が見極め

にくく，プランは，やや不明瞭である。

第I層：耕作土

第Ⅱ層：黄褐色粘質土（床土）

第Ⅲ層：灰褐色粘質土

（遺物包含層）

Ⅲ′層：暗灰褐色粘質土

（遺物包含層）

第Ⅳ層：明灰褐色シルト

第Ⅴ層：灰黒褐色砂質土

3．2次調査の概要

調査区内に設定した試掘トレ

ンチのうち，遺構を検出したのは

TR21のみである。他のトレンチ

については，TR48で須恵器の嚢

が出土しているが，ほとんどが流

路の影響による礫層及びシル下層

で，若干の遺物を含んでいるが，

ローリングを受け，且つ細片であ

り，流路による流れ込み遺物と考

えられる。TR21では，表土下20

－30cmで暗褐色粘質土の遺物包含

層を確認し，10世紀代を中心とす

る土師器・緑寒由陶器・須恵器等が

出土している。この遺物包含層は

北部で厚く，南に向かうほど薄く

なっており，中央部は流路による

0　－

1－

2　－

3　－

4　－

5　－

6　－

7　－

8　－

9　－

10－

11－

12－

13－

14－

15－

16－

17－

18－

19－

20－

21－

22－

23－

24－

25－

0　　　　　　　　20m
！．．．．！　　　　　　！

Fig．7　調査区設定図
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影響で切られている。このため，TR21の北部で遺構・遺物の残存状況が良好であると判断したため，

この部分を中心に調査区を拡張し，本調査を実施した。

調査区は，TR21を中心に調査区を拡張して，北部をI区北，南部をI区南と呼称し，併せて遺

物包含層の拡がりが考えられる農道より北側にⅡ区を設定して調査を行った。

I区北

TR21の北部を中心とする調査区で，遺物包含層は東西は礫層，南は流路によって切られている。

I区北では，表土下30cmでピット，溝等の遺構が検出された。検出面は黄褐色シル下層であり，遺

構埋土は包含層である暗褐色粘質土である。検出された遺構はピット75個，土抗2基，溝6条，性

格不明遺構3基であり，主な遺物としては，楠菓型の黒色土器椀をはじめ，10世紀代の土師器杯・

皿等がまとまって出土している。特に，G－9グリッド内において完形土器が集中して出土した。

遺構では，SKl，Pit60より杯・皿・嚢等が出土しており，一括性のある遺物として抑えることが

できる。他のピットや溝からの遺物はどれも僅少且つ細片であり，摩耗している物が多く詳細は不

明である。

I区南

TR21の南部を中心とする調査区であり，I区北とは異なる灰褐色粘質土の包含層を検出した。

包含層中からは，多量の土師器・瓦器・須恵器等が出土し，中には輸入陶磁器の破片もみられる。

この包含層（第Ⅲ層）は厚さ15－5cmを測り，I区の中央部を境に南にしか認められず，I区南の

南端に向かって薄くなっている。包含層下には黄褐色シルト層が堆積しており，このシル下層上面

において遺構を検出した。検出された遺構は，掘立柱建物2棟，ピット88個，溝10条であり，南調

査区の東北部に比較的集中している。特に，SD12・13において土師器の杯・椀・皿・須恵器の嚢

等が出土しており，一括性のある遺物として抑えることができる。さらに，これらの溝によって方

形に区画される内側では，SBを2棟検出した。また，検出されたピットの中でPit82・88では，完

形の土師器杯・皿がそれぞれ2個体重なった状態で出土した。検出された遺構埋土は，包含層と同

じ灰褐色粘質土で単一層である。他のピットや溝からの出土遺物はその量も僅少であり，摩耗して

いる物が多く詳細は不明である。

Ⅱ区

調査I区の北側に設定した調査区である。当初，I区北の調査区北端部において，完形の土師器

杯・皿等が一括して出土したため，北側に調査区を拡張した。Ⅱ区はI区に比べ標高が50cmほど高

い。Ⅱ区の南部においてI区北で認められる同一の暗褐色シルトの包含層を検出した。この包含層

は，北に向かって薄くなっており，調査区の中央部で消滅する。Ⅱ区においては，土抗1基，溝1

条を確認した。溝は，調査区のほぼ中央部を東西方向に延びており，埋土は直径2－3cm大の砂利

層である。深さは5－10cmを測り，遺物は出土しなかった。土抗は，調査区の南部で検出されてい

る。直径が1m前後を測る平面不整形の土坑である。遺構埋土は包含層の暗褐色シルトであり，土

師器片が出土したが，いずれも細片且つ摩耗が著しく詳細は不明である。Ⅱ区では，包含層中より

須恵器の嚢片・土師器の杯等の完形品，緑粕陶器片等が出土しているが，その出土量は南部に集中

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′
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Fig．8　I区北検出遺構全体図
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第Ⅳ章　遺構と遣物

1．I区北

（1）sKl

調査区I区北の東寄りH－11グリッドに位置す

る。長軸1．3m，短軸0．9mの隅丸長方形のプラン

を呈す。検出面からの深さは，20－30cmを測る。

断面形は，逆台形状を呈し，西側に向けて緩や

かに傾斜する。埋土は，Ⅲ層包含層と同じ暗灰

褐色粘質土であり，黄色シルトのブロック及び，

少量の炭化物を含む。西側には，SD2・3・4・

7が検出されているが，LsKlに伴うものかは不

明確である。

出土遺物は，土師器・須恵器の細片を主とし

て370点であるが，いずれも摩耗が著しく，図示

できるものは1－6の6点である。1は，ロク

ロ成形の杯である。平底から斜上外方に立ち上

がる。口緑端部は僅かに肥厚し，口唇部は丸く

おさめる。底部切り離しは，回転へラ切りによる。

2もロクロ成形の杯であり，丸味を帯びた平底

14

DL：22．200m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
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Fig．9　SKl　平面図・断面図

瑚2‾一

ノ

Fig．10　SKl　出土遺物



から斜上外方に直線的に立ち上がる。口唇部は丸くおさめる。底部切り離しは，回転へラ切りによ

る。内面は，ヘラ磨きが施され，3条の平行線状の沈線が巡る。3・4はロクロ成形による土師

器皿であり，底部切り離しは回転へラ切りによる。5は黒色土器の椀である。内黒のA類で，口緑

端部は僅かに外反し，口唇部は尖り気味に仕上げる。内外面ともへラ磨きが施されるが，内面は特

に丁寧に施す。6は嚢である。下膨らみの胴部から口緑部は大きく外傾し，端部は上方に拡張する。

口緑端部外面は，浅い凹面を成す。胴部外面上半は縦方向，下半は不定方向，口緑部内面及び胴部

上端内面は横方向のパケ調整を施す。胴部内面には指頭による強いナデ調整を施す。細片の中には，

搬入品とみられる嚢や黒色土器，緑粕陶器の細片も1点含まれている。

（2）pit60

調査区I区北のほぼ中央部，G－11グリッド内に位置する。長軸1．8m，短軸0．8mの楕円形のプラ

ンを呈し，深さは17～25m前後を測る。埋土は包含層である暗褐色シルト層である。出土遣物は，

図示した土師器杯7・8，須恵器杯9，黒色土器椀10，土師器皿11の他に弥生土器細片が僅少，

土師器細片143片，須恵器細片14点，緑粕陶器細片1点が出土している。7はロクロ成形であり，

底部は丸味を帯びる。口唇部は尖り気味に仕上げ，底部外面は回転へラ切り痕が残る。8は摩耗が

著しく内外面とも調整は不明確である。9は須恵器杯の底部であり，高台の外面下半部は斜めに面

取りしている。10は黒色土器A類の椀底部である。「ハ」の字状に開く高台高6mmの高台端部は尖

り気味に仕上げる。11は土師器の皿であり，平底から斜上外方に立ち上がる。口緑端部は外反し，

口唇部は丸くおさめる。口緑端部内面には1条の沈線を施す。底部切り離しは回転へラ切りである。

また，ピット中央部床面には，径22cm，深さ28cm前後を測る小ピットが検出され，土師器細片2

点が出土している。（佐竹）

、、＼盲≡∃三空竺或ノ　ー－ヒ⊥三耳も

0　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

Fig．11Pit60出土遺物
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Fig．12　I区南検出遺構全体図



0　　　　　　　　　2m

L＿…．！　‥＿＿＿」
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Fig．13　I区南SBl・2，SD12・13遺構配置図



DL：21．800m

Fig．14　SD12・13遺物出土状況図

2．I区南

（1）SD12

調査I区南の北東部に位置する。遺構検出面は黄褐色シル下層であり，標高21．65－21．80m前後

を測る。溝の幅50－80cm，深さ20－30cmを測り，プランは東西に延び，東端部で北にほぼ直角に屈

折する。遺構埋土は第Ⅲ層の包含層と同じ灰褐色粘質土である。

出土遺物は，I－20グリッドで集中して出土している。12－14は土師器の皿である。いずれもロ

クロ成形，回転ナデ調整によるもので底部切り離しは回転糸切りである。平底から斜上外方に立ち

上がり，口緑部は外反する。12は口緑端部が僅かに肥厚する。15は土師器の杯であり，形骸化され

た円盤状高台から内湾気味に立ち上がる。ロクロ成形で，底部外面は回転糸切りによる。16も土師

器の杯であり，高い円盤状高台から斜上外方に立ち上がる。底部内面は，段を有し，底部外面には

回転糸切り痕が認められる。17は，土師器の椀である。口径が15．5cmと大きく，形骸化された円盤

状高台から斜上外方へ直線的に立ち上がる。口緑端部は僅かに外反しながら肥厚する。口唇部は丸

くおさめる。

18は瓦器椀である。形骸化された円盤状高台から内湾して立ち上がる。口緑部は僅かに外反し

て口唇部は丸くおさめる。底部外面は回転糸切りである。19は須恵器の嚢である。口緑部は強い横

ナデにより大きく外反し，端部は水平な面を成す。体部外面は，横方向の平行叩き，内面はヘラ状

工具によるナデ調整を施す。20も須恵器嚢の胴部片である。外面は横方向を基調とする平行叩き，

内面はヘラ状工具によるナデ調整を施す。21は平瓦片である。内面に布目痕が認められる。厚さ

1．5cmを測り，色調は灰白色を呈し，硬質である。
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三三クフ
13 『≡∃妄盈＼

Fig．15　SD12出土遺物

（2）sD13

調査区I区南の北東部に位置し，SD12に平行している。検出面は，SD12と同じ黄褐色シルト層

上面で検出した。溝の幅50－95cm，深さ15－30cmを測り，遺構埋土はSD12と同じ灰褐色粘質土の

単一層である。プランは東西に延び，調査区東端で不明確になる。

出土遺物は，I－20グリッドで集中して出土している。22・23は土師器の皿である。いずれもロ

クロ成形，回転ナデ調整で，底部切り離しは回転糸切りによる。体部が斜上外方に直線的に立ち上

がるタイプ（22），口緑部が外反し，端部が肥厚するタイプ（23）がある。（24・26－28）は土師器

の椀である。いずれもロクロ成形，回転ナデ調整で，底部切り離しは回転糸切りによる。24・27・

28の体部は，斜上外方に直線的に立ち上がり，口綾部は，僅かに肥厚しながら外反する。底部は，

円盤状高台が形骸化されたべ夕底を呈する。29は須恵器の杯である。円盤状高台から斜上外方に立

ち上がる。内外面とも摩耗が著しく，調整は不明である。底部切り離しは回転糸切りによる。30は，

19
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白磁の碗（Ⅳ類）である。直線的な体部であり，口縁部は玉緑を持つ。色調は灰黄色を呈し，粕は

全体的に薄く施和されており，気泡が目立つ。31は土師器のミニチュアの嚢である。内湾する体部

から口緑部は外反し，端部を上方につまみ上げる。内外面とも丁寧なナデ調整を施す。外面には，

煤の付着が認められる。32は須恵器の杯である。平底から斜上外方に直線的に立ち上がり，口唇部

は丸くおさめる。調整は，ミズビキ回転ナデ，底部切り離しは回転糸切りによる。33・34は須恵器

の壷である。33は内傾する胴部から頚部は直立し，口緑部は「く」の字状に外反し，口緑端部は面

を成す。器壁は分厚く，胴部外面は，横方向の平行叩き，内面は当て具の痕跡か凹凸が目立つ。頚

部から上は内外面ともナデ調整を施す。34は底部中央部に向けてやや凹む。胴部外面は右上がりゐ

平行叩きが認められ，内面は底部にヘラ削りにより段差が生じる。35－37は須恵器の嚢の胴部片で

ある。外面は，いずれも横方向を基調とする平行叩きが認められ，自然粕がかかる。胎土には0．5－1．3

cm大の角礫が含まれており，胎土の持つ鉄分が融解し内外面に点々と付着している。粗い胎土のた

め，未熟な叩き成形では空気が入り易く，36は火膨れている。色調は全て，内面が明褐色を呈する。
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Fig．17　SBl遺構図

（3）SBl

調査区I区南の北東部で検出した。梁間1間（2．10m），桁行3間（6．10m）とみられる東西棟建

物で，東西側柱の柱穴1個が未検出である。SD12の北側に位置し，棟方向が同港と平行に延びる。

柱間寸法は梁間2．10m，桁行2．20m前後を測る。柱穴は径40－60cmの円形で，埋土は灰褐色粘質土

である。

出土遺物は，P135・141から土師器の杯が出土している。他のピットでは遣物の出土は皆無であっ

た。38は，P135から出土した土師器の杯である。平底から，斜上外方に直線的に立ち上がり，口

緑部は僅かに外反し，口唇部は丸くおさめる。底部外面は回転糸切り底で，調整は口緑部から内

面にかけナデ調整，内底部及び体部外面は未調整である。

39は，P141から出土している。平底から外方に直線的に立

ち上がり，口緑部は僅かに外反する。底部外面は回転糸切り

底を呈し，調整は口緑部から内面にかけナデ調整，内底部及

び体部外面は未調整である。38に比べ，器高が低く法量分化
ノJ

が認められる。

（4）SB2

調査区I区南の北東部で検出した梁間1間（2．00m），桁行

2間（4．70m）以上とみられる南北棟方向建物である。SBl

と重複し，SD12に沿うように北に延びる。柱間寸法は梁間

2．00m，桁行2．40m前後を測る。柱穴は径40－55cm前後の円
0　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

形と，径70cm前後の不整形プランである。P138・144・146　－一　　　一　　　1　　　‾‾’

はそれぞれ径20cmの小ピットが重複している。埋土はSBlと　Fig，18　Pit135・141出土遺物

22



同じ灰褐色粘質土である。出土遺物は，P138・144

から土師器の細片が僅少出土しているが，いずれも

図示でき得なかった。他のピットからの遺物の出土

は皆無である。

（5）Pit82

調査区I区南のほぼ中央部に位置する。長軸

0．52m，短軸0．42mの楕円形のプランを呈し，深さ

は16－20cm前後である。埋土は包含層と同じ灰褐

色粘質土で単一層であるが，下部は色調がやや黒く

粘性が強い。ピット底面中央部には，柱径20cm，深

さ46cmを測る柱痕が認められる。出土遺物は，土師

器の細片が70点余りと圧倒的に多いが，検出面から

13cm前後掘り下げた埋土中より完形の杯（40）・（41）

が重なった状態で出土した。40・41はロクロ成形

で，内面ナデ調整，外面は未調整である。底部は回

転糸切り底を呈し，円盤状高台が形骸化している。

また，埋土中より瓦器椀（42）が出土している。断

面逆三角形の低い高台を有し，口緑端部内面に1条

亘Il三三
Iと

B

モ＿

b

P148

二三二二
Ol

旦

149

l

P
l

DL：21．800m

0　　　　　　　　　　　2m
！…．！　　　　！

Fig．19　SB2遺構図

の沈線が施されている。特徴からみて，楠菓産（b－Ⅲ期）のものとみられる。

（6）pit88

調査区I区南の中央部東よりに位置する。径36－42cmの不整円形のプランを呈し，深さは51cm前

後である。埋土は包含層と同じ灰褐色粘質土である。検出面上に直径40cm，厚さ5cm前後を測る扇

平な凹み石（43）が露出していた。この凹み石を取り上げ，遺構埋土を掘り下げると完形の土師器

小皿（44）が壁際から出土した。凹み石除去後の埋土は多量の炭化物を含んでおり，埋土中より土

師器・瓦器の細片が出土しているが図示でき得たものは45のみである。44・45ともナデ調整，底部

外面は回転糸切り底である。
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Fig，20　Pit82出土遺物

、∴∴‖二4
0　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

Fig．21Pit88出土遺物

24



包含層出土遺物

今回出土した遺物は，そのほとんどが包含層から一括して出土しているが，I区北と南ではその

様相を異にしている。ここでは，I区北包含層とI区南包含層から出土した遺物について分別し，

器種ごとに分類を行った。

（1）I区北
lヽ．

G－9グリッド出土遺物

I区北北端部中央にあたるグリッドであり，第Ⅲ層包含層から遺物が一括して出土している。出

土遺物は，土師器の皿・杯・椀黒色土器の椀（A類）である。これらの遺物は，グリッド内におい

てⅢ層上層と下層において集中して出土しているが，Ⅲ層を土層の色調及びその土質からは細分す

ることはできなかった。ここではⅢ層上層出土遺物と下層出土遺物とに分け，個々の遺物の特徴を

説明していくことにする。

Ⅲ層上面出土遺物

Ⅲ層上層からは土師器の供膳具が中心に出土している。46－49は皿であり，全てロクロ使用の成

形によるもので，底部切り離しは回転へラ切りによる。平底からやや外反しながら立ち上がるタイ

プ46・47と直線的に立ち上がるタイプ48・49がある。50－55・57は杯である。50は丸味を帯びた底

部から斜上外方に直線的に立ち上がり，口唇部は丸くおさめる。法量は小さく小杯に分類できる。

体部内面はナデ調整が施され，底部内面にはロクロ冒が残る。内面にタールの付着が認められる。

51は平底からやや段を持ちながら斜上外方に立ち上がり，口緑部は僅かに外反する。口唇部は尖り

気味に仕上げる。内外面ともナデ調整が施され，焼成は良好である。52は平底から斜上外方に僅か

に外反しながら立ち上がる。口唇部は丸くおさめる。内外面ともナデ調整を施す。53は斜上外方に

直線的に立ち上がり，口綾部で外反し，口唇部は尖り気味に仕上げる。内面は煤ける。54－57は平

底の底部からやや段を持ちながら立ち上がるタイプのものである。54－56の内底部は凹む。54は内

湾気味に立ち上がり，口緑部は大きく外反する。55は内湾気味に立ち上がり，口綾部にかけて直線

的である。口唇部は丸くおさめる。56は内底部の凹みが他に比べ明瞭である。体部は内湾気味に立

ち上がり，口緑部で外反する。口唇部は尖り気味に仕上げる。内面は丁寧なナデ調整を施す。胎土

及び全体的な色調は灰白色を呈する。57は底部から直線的に立ち上がり，口唇部は丸くおさめる。

内面は丁寧なナデ調整を施す。58は「ハ」の字型に開く断面方形の高い高台が付く。体部はやや内

湾気味に立ち上がる。内外面ともナデ調整を施す。
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Ⅲ層上面出土状況

DL：22些pm＋

Ⅲ層下面出土状況

Fig．22　G－9GridⅢ層遺物出土状況図
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Fig．23　G－9GridⅢ層上面出土遺物
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二三：

Fig．24　G－9GridⅢ層下面出土遺物

Ⅲ層下面出土遺物

59・60は土師器皿である。59の口緑部は外反する。内外面ともナデ調整。60は斜上外方に直線的

に立ち上がる。内外面ともナデ調整を施す。59・60ともロクロ成形，底部切り離しは回転へラ切り

による。61－65は土師器杯である。何れもロクロ成形，底部切り離しは回転へラ切りによる。61は

平底から斜上外方に直線的に立ち上がる。口唇部は丸くおさめる。62・63は斜上外方に立ち上がり，

口緑部は僅かに外反し，口唇部は丸くおさめる。内外面ともナデ調整を施す。64は体部中位から外

房し，口縁端部は肥厚して丸味を帯びる。内外面ともナデ調整。65は平底からやや段を持って斜上
ノJ

外方に立ち上がり，口唇部は尖り気味に仕上げる。内底は凹む。66・67は黒色土器椀である。66は

内面黒色のA類である。断面逆三角形の低い高台が付く。丸味を持つ底部から内湾して立ち上がり，

口緑端部は僅かに外反して口唇部は尖り気味に仕上げる。口唇部内面直下には1条の沈線が認めら

れる。内面は丁寧なヘラ磨きが密に施され，釣針状の暗文が認められる。外面は指頭庄痕が顕著で

ある。67は「ハ」の字型に開く高台が付く。丸味を帯びた底部から内湾気味に立ち上がり，口唇部

はまるくおさめる。口唇部内面直下に沈線が認められるが摩耗が著しく周縁には至っていない。68

は土錘である。紡錘形を呈する。全長3．3cm，全幅1．9cm，孔径0．6cmを測り，重量は13．1gである。
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土師器

土師器は，供膳具及び煮沸具が中心に出土している。ここでは供膳具について以下のとおり形態

分類を行い，その他については個々の特徴を説明していくことにする。

皿

全て，ロクロ成形であり，回転ナデ調整が施される。底部切り離しは，回転糸切りとへラ切りに

よるものとがあり，底部切り離し痕の差で大きくA類（ヘラ切り），B類（糸切り）とし，口径が
－rr

8cm内外を測るものを小皿，12cm以上を測るものを皿とした。さらに，形態，底径指数等で細分類

を行った。

A類（回転へラ切り）

A－I類：底部から外上方に直線的及び，やや内湾気味に立ち上がるタイプのものであり，底部

の形態，及び器高により以下に細分する。

A－I a：底部が丸味を帯びるタイプ（73）

A－Ib：器高が1．5cm前後を測り，やや内湾気味に立ち上がるタイプ（74）

A－Ⅱ類：外反するタイプのものであり，器高が1cm内外で，口緑の端部を短く外反させるもの

（75・76）と，器高が1．4cm内外を測り，底部から外反しながら立ち上がるタイプのも

の（77）がある。

B類（回転糸切り）

底部切り離しが回転糸切りであるB類の皿は，全て小皿である。I区南を中心に出土している。

B－I類：底径指数が70％をこえる（5．6cm以上）もの（69・184）

B－Ⅱ類：底径指数が51－68％を示すものである。口緑部の形態により以下に細分する。

B－Ⅱa‥口綾部が外反するタイプ（70・71・180）

B－Ⅱb：底部から直線的に立ち上がるタイプ（72・179・181・182）

B－Ⅲ類：器高が1．7cm以上を測り，器形が杯に分類し得るものである。口緑部の形態により以

下に細分する。

B－Ⅲa：日録部が外反するタイプ（183）

B－Ⅲb：底部から直線的に立ち上がるタイプ（178）

杯

杯は底部の形態でA，A′，B，C類と大きく分け，底部切り離しが回転へラ切りと，回転糸切

りによるものが認められるため，底部切り離し痕の差でそれぞれI類，Ⅱ類とした。さらに，全体

の形状を窺い知ることのできるものは底形指数等で細分する。

A類：平坦な底部を有する。

A－I類：底部外面に回転へラ切り痕が認められるものである。口緑部の形態によりa，b類と

し，さらに器高及び傾斜指数等で以下に細分した。
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Fig．25　包含層出土遺物1（土師器皿・杯）



A－I a類：直線的に立ち上がるタイプのものである。底径指数が53－67％，口径指数が27－

37％を示し，その差が10％内外であるため傾斜指数で細分類した。

A－I a2：傾斜指数が70％代（71－79％）を示し，やや緩やかに立ち上がるもの（89・90）

A－I a3：傾斜指数が80％以上（81－111％）のもの（91－94）

※60％を示すものはない。

A－I b類：外反して立ち上がるタイプのものである。器高により細分類を行った。

A－I bl：器高が3cm内外を測るもの（95・96）
rl－

A－I b2：器高が3．5cm内外を測るもの（97－101）

A－I b3：器高が4cm以上を測るもの（102－105・107）

A－Ⅱ類：底部外面に回転糸切り痕が認められるものである。調整手法の違いで以下に細分した。

A－Ⅱa：内面は丁寧なナデ調整が施され，体部外面にロクロ痕が認められるもの（186－

188）

A－Ⅱb：内外面ともロクロ痕が認められるもの（110・189）

A′類：底部が丸底気味を呈するもの（79－83）

B類：輪高台を有するもの（111）

C類：円盤状高台を有するものである。底部外面は回転糸切り痕が認められる。底部の形態により

以下に細分類した。

C－I a：底部内面に段を有するタイプ（190）

C－Ib：底部が分厚く，柱状を呈するタイプ（191）

椀

椀は，全体の形状が判るものが少なく椀か杯か判別しづらかったが，ここでは底部から内湾気

味に立ち上がるものを椀とした。底部の形態をみれば円盤状高台のものと輪高台のものが認められ

る。杯同様，底部の形態によってA類，B類とし，B類については高台の形態により細分する。

A類：円盤状高台を有するものである。底部外面は全て回転糸切り痕が認められる。（114・115・

192・193）

B類：輪高台を有するものである。高台の形態により以下に細分する。

B－I類：「ハ」の字形に開く高台であり，外底部に箆切り痕が認められるもの。（113・116・117）

B－Ⅱ類：低高台のもの。高台の形状で以下に細分する。

B－Ⅱa：断面逆台形状の高台で，やや外方に踏ん張るタイプ（118・120）

B－Ⅱb：断面方形の高台で，直線的なタイプ（119・121）

B－ⅡC：丸味を帯びた低い高台のもの（194－196）
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Fig．26　包含層出土遺物2（土師器杯）



I区北

土師器供膳具

皿（Fig．25－69－78，Fig．31－178－184）

69－72は小皿である。72は斜上外方に直線的に立ち上がり，口唇部は尖り気味に仕上げる。口緑

部外面一部に赤色顔料が認められる。底部切り離しは，何れも回転糸切りである。71は回転糸切り

痕とともに簾状の庄痕が認められる。73－78は皿である。75・76は底部から斜上外方に外反して立

ち上がり，口唇部は75は丸く納め，76は面を成す。78は断面方形の高台が付く台付皿である。口緑
－、．

端部は水平に引き出し，口唇部は面を成す。

杯（Fig．25・26－79－113）

全てロクロ成形，回転ナデ調整によるものであり，底部切り離しは回転へラ切りによる。79－83

はA′類であり，底部全体が丸味を帯びる。外反気味に立ち上がるもの（79－82）が主であるが，

83の様に内湾ぎみに立ち上がり，法量も大きめのタイプのものも存在する。84－88はA－I alタ

イプのものであり，底部から外上方にきつい傾斜で直線的に立ち上がる。器高は，3．5cm内外を測

るものが多い。89・90はA－I a2タイプのものであり，A－I alタイプのものより器高が3．0cm

前後と低く，口径が12cm前後を測り，体部の立ち上がりがやや開き気味である。89のように口唇部

を丸めるものと，90のように尖り気味に仕上げるものが認められる。91－94はA－I a3タイプの

ものであり，口径と底径の差が大きく，体部が外側に開く。器高も3cm以下であり，器形的にみれ

ば皿に近い。95－110は外反するタイプのものである。95・96は器高3cm内外を測るA－I blタイ

プのものである。95は平底から僅かに段をもちながら斜上外方に立ち上がり，口緑部で外反する。

口唇部は丸くおさめる。97－101は器高3．5cm内外を測るA－I b2タイプのものである。97は体部

底部内面にロクロ目が認められる。99・101のように口緑部が外反しながらやや，肥厚するタイプ

のものがある。102－105は器高4cm以上を測るA－I b3タイプのものである。体部下半から外反

しながら立ち上がる。102は体部外面にタールの付着が認められる。106－110は底部から体部にか

けてやや段を持ちながら立ち上がるタイプのものである。全てロクロ成形，回転ナデ調整が施され，

底部切り離しは回転へラ切りである。106は内底がやや凹む。109の口緑は外反しながら端部がやや

肥厚する。111は輪高台B類の杯である。断面方形を呈し，「ハ」の字に開く高台を持つ。体部は直

線的に立ち上がり，口唇部は尖り気味に仕上げる。内外面とも丁寧なヘラ磨きが施される。

椀（Fig．26・27－112－121）

112－121は椀である。112は断面逆台形状の高台が付く。ロクロ成形。113は足高の高台であり，

「ハ」の字形に開く。内外面とも回転ナデ調整が施され，底部内面には指頭庄痕が顕著に残る。

114・115は円盤状高台の椀である。底部外面に回転糸切り痕が認められる。114は底部から内湾気

味に立ち上がり，口唇部は丸くおさめる。116は「ハ」の字形に開く足高の高台である。底部内面

にはロクロ目が残り，外底部にヘラ切りの痕跡が認められる。117は「ハ」の字形に開く高台が付

くが下方は欠損している。高台の張り付け部は租雑であり，段が生じる。体部は斜上外方に直線的
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に立ち上がり，端部は尖り気味に仕上げる。外底部にヘラ切り痕が認められる。118は断面方形の

低い高台が付く。体部は内湾しながら立ち上がり，口唇部は尖り気味に仕上げる。ロクロ成形であ

り，内面は丁寧なナデ調整が施され，外底部にヘラ切り痕が認められる。119・120は，ほぼ真下に

向く断面方形の高台が付く。体部は斜上外方に直線的に立ち上がる。器形からみて杯に分類し得る

ものであるが，法量からここでは椀とした。121は真下に向く断面方形の高台が付く。体部はやや

内湾気味に立ち上がり，口緑部は外反する。ロクロ成形であり，回転ナデ調整が施される。

ーr．一

黒色土器（Fig．27－122－124）

黒色土器は，椀が中心に出土している。122－124は内面黒色のA類である。122は真下に向く断

面方形の高台が付く。体部は内湾して立ち上がり，口唇部は丸くおさめる。123は体部中位でやや

段を持ち，口緑部は外反する。内面に横方向及び斜め方向を基調とするへラ磨きを施す。124はE

－11グリッド（Pit48）から出土した。「ハ」の字形に開く断面方形の高台が付く。125－127は内外

面黒色のB類である。125はやや球形を呈した呈部外面端部に「ハ」の字形に開く断面逆台形の低

い高台が付く。体部は内湾して立ち上がり，口唇部は丸くおさめる。内面には横方向を基調とする
ヽ

へラ磨きが施される。体部下半は指頭庄痕が認められる。126は内湾して立ち上がり，口唇部は尖

り気味に仕上げる。内外面とも横方向を基調とする丁寧なヘラ磨きを密に施す。127は楠菓産であ

る。「ハ」の字形に開く断面逆台形状の高台が付く。丸味を持つ底部から，内湾して立ち上がり，

口唇部は尖り気味に仕上げる。口唇部内面直下に1条の沈線が巡る。器壁は全体的に薄く，精選さ

れた胎土であり，内外面とも全体的に横方向を基調とするへラ磨きが密に施される。

緑粕陶器（Fig．28－128－130）

皿及び碗が出土している。128－130は京都系の椀である。128は断面方形の高台が付く。体部は

内湾気味に立ち上がる。129は断面方形の削り出し高台が付く。粕は剥落が著しく，色調は不明で

ある。胎土は硬質である。130は内湾気味に立ち上がり，口綾部は外反し，端部は丸くおさめる。

131・132は京都系の皿である。131の口緑端部は僅かに外反し，丸くおさめる。132の底部は削り出

し高台である。粕の剥落が著しく色調は不明である。133は篠窯系の碗である。底部は削り出し輪

高台であり，底部内面は蛇の目状に粕が残るが，粕の剥落が著しく，色調は明確でない。胎土は硬

質である。134は京都系の皿である。断面方形の低い高台が付く。口緑端部は僅かに内傾し，端部

は丸くおさめる。135は近江系の碗である。「ハ」の字形に開く断面逆三角形の高台が付く。濃緑色

粕が施粕されるが，剥落が著しい。

灰柚陶器（Fig．28－136）
t

136は猿投棄産（K－90）の椀である。断面三日月形の高台が付く。体部は内湾して立ち上がり，

口緑端部は丸くおさめる。浸け掛け施粕により，体部内外面下部まで，オリーブ灰色を呈した施粕

が認められる。
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Fig．28　包含層出土遺物4（緑粕陶器，灰粕陶器，土師器蜜）



l

土師器蜜（Fig．28－137－148）

土師器嚢は，長胴型を呈したものが中心に出土している。胴部の形態により，大きく二つに分類

し，長胴型の嚢については口緑部の形態により以下に細分した。

A類：長胴型を呈した嚢であり，胴部は筒状を呈し，真下に下がるタイプである。外面は縦方向，

内面は横方向を基調とするパケ調整が施される。

A－I類：口緑部が「く」の字形に外反し，端部は面を成す。口径が26cm前後のもの（137）と

口径が30cmを超えるもの（138）とがある。
n．

A－Ⅱ類：口緑部が「く」の字形に外反し，端部を上方につまみ上げる。口径が20cm前後のもの

（139・141）と28－29cm代のもの（140・142・143）がある。

A－Ⅲ類：口唇部は丸味を帯び，器壁はやや薄い。口径が19．5－23cm代を測る。（144－146）

B類‥胴部が口緑直下から球形状に膨らむタイプである。（147・148）

137－146は，A類の嚢である。137は口緑端部が真横を向き，外面に2条の凹線状の線が認めら

れる。口緑部は内外面ともナデ調整が施され，胴部は木理の租いパケ調整が施される。138は，137

に比べ，口緑の外反の度合がやや上方向きである。口緑端部は平面を成す。139の口緑端部は真横

を向き，外面に浅い凹線が認められる。胴部は内外面とも木理の狙いパケ調整を施す。140の口緑

端部は真横を向き，さらに，端部を上方につまみ上げる。胴部外面は，叩き成形の後，木理の粗い

パケによる横方向の調整が施される。胴部内面は，横方向のパケ調整を施す。141の口緑端部は浅

い凹面を成し，端部を僅かに上方につまみ上げる。口緑部内面は横方向のパケ調整，外面はナデ調

整を施す。胴部内外面とも木理の租い原体によるパケ調整を施す。142の口緑端部は真横を向き，

外面は凹線状を呈す。口緑部内面は横方向のパケ調整，外面はナデ調整を施す。胴部内外面とも木

理の粗い原体によるパケ調整を施す。143はⅡ区第Ⅲ層（暗褐色シルト）の包含層からの出土であ

る。口緑端部は内傾する浅い凹面を成し，端部は僅かに上方につまみ上げる。144は口緑部外面に

1条の沈線が認められる。傾部外面接合部に指頭庄痕が認められる。145はⅡ区第Ⅲ層（包含層）

からの出土である。内面は横方向，胴部外面は縦方向の後，横方向のパケ調整が施される。146の

口緑端部は真横を向き，外面に1条の沈線が認められる。傾部外面接合部に指頭庄痕が認められる。

147・148は，B類の賓である。147は「く」の字に外反し，口緑端部は内傾する面を成す。口緑部

内面は租い横方向のパケ，外面はナデ調整を施す。胴部外面は粗い縦方向のパケ，内面はナデ調整

を施す。148の口緑端部は水平な面を成す。内外面とも丁寧ななで調整が施される。赦密な胎土で

あり，色調は黒灰褐色を呈する。搬入品と考えられる。
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Fig．29　包含層出土遺物5（土師器羽釜・竃（移動式））



土肺器羽釜（Fig．29－149－158）

羽釜は摂津産が中心に出土している。149は摂津型（C－Ⅱ型）である。外面には垂れ気味に断

面逆台形状の鍔が付く。鍔端部は僅かに凹む。胴部外面は縦方向のパケ調整が施され，鍔の取り付

け部に粘土接合帯を認める。150は口緑端部外面に水平方向に伸びる鍔が付く。端部は面を成す。

151～153は摂津型（C－Ⅱ型）である。151は口緑端部は面を成し，その外面直下に断面台形の鍔

が付く。鍔端部は面を成す。口緑端部内面に横方向のヘラ削りが施され，鍔の取り付け部には粘土

接合帯を認める。152の口緑端部は面を成し，外面直下に断面台形の鍔が付く。鍔端部は浅い凹面
dr′

を成す。胴部は緩やかに下方に下がる。胴部外面に縦方向のパケ調整が施され，胴部内面には指頭

庄痕が認められる。153の口緑端部は水平な面を成す。端部外面直下に断面台形の鍔が付き，鍔端

部は面を成す。胴部外面は縦位のパケ調整，内面はナデ調整を施す。154は摂津型（C－I型）で

ある。胴部は僅かに内湾して口緑部に至り，端部は内傾する。口緑部からやや下がったところに断

面方形の鍔が付く。鍔端部は斜位に切り落とし，平面を成す。胴部外面は縦方向のパケ調整を施す。

155はⅡ区第Ⅲ層（包含層）出土である。他の羽釜に比べ，鍔が口綾部から下がった所に付く。口

緑端部は水平な面を成し，鍔は上向きに付けられ，上端部は凹む。胴部外面は縦位のパケ調整が施

され，鍔の取り付け部には粘土接合帯を認める。156・157は鍔部分が欠損しているが羽釜であると

考えられる。胴部はほぼ直立して立ち上がり，口緑端部は僅かに外方に肥厚する。156は胴部外面

に縦位のパケ調整，内面に指頭庄痕が認められる。157は口緑部外面に縦位のパケ調整，やや下がっ

た所に横位の狙いパケ調整が認められる。158は移動式の竃であると思われる。鍔は欠損しており

その形状は不明であるが，口緑部外面は縦位の狙いパケ調整が施される。

土錘（Fig．30－159－161）

159－161は紡錘形の土錘である。160は黒色を呈する。161はPit42から出土している。ほぼ円筒

形を呈する。両端部は一部欠損している。162は大型の土錘で両側面に溝状の挟りが入る。

須恵器（Fig．30－163－177）

須恵器は，供膳具である杯，蓋，貯蔵具である嚢，壷が中心に出土している。163－166は杯である。

163は平底を呈する。斜上外方に直線的に立ち上がる。マキアゲ，ミズビキ成形である。164は円盤

状高台から内湾気味に立ち上がる。底部切り離しは回転糸切りである。165は「ハ」の字に開く高

い高台が付く。166は断面逆台形状の低い高台が付く。体部は斜上外方に直線的に立ち上がり，口

唇部は尖り気味に仕上げる。内外面とも丁寧なナデ調整を施す。167－169は蓋である。167は擬宝

珠形のつまみが付く。天井部は僅かに凹む。168は扇平なつまみが付く。天井部は僅かに凹む。169

は平坦な頂部から下方内側に屈曲し，口綾部に至る。口唇部は面を成す。外面に灰オリーブ色の自

然粕がかかる。170－172は壷である。170は「ハ」の字に開く断面方形の高台が付く。体部は上方

にほぼ直線的に立ち上がる。内外面ともナデ調整が施され，体部内面の一部に指頭庄痕が認められ

る。171・172は底径が小さいが壷の底部片と思われる。断面方形を呈した低い高台が付く。173－

176は嚢である。173・174の口緑部は「く」の字に外反し，端部は僅かに上下に拡張がみられ面を成す。
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Fig．30　包含層出土遺物6（土錘，須恵器杯・蓋・壷・蜜・鉢）



胴部外面は横方向の平行叩き，内面はナデ調整を施す。175の口緑部は欠損するが，胴部外面は横

方向の平行叩き，内面は充て具の痕が認められる。176は直立する頚部から口綾部は外反する。口

緑端部は上方に拡張し，面を成す。頚部外面の一部に斜位の叩きが認められる。177は鉢である。

斜上外方に直線的に立ち上がり，端部は面を成す。ミズビキ成形である。

（2）I区南

I区南では，土師器，瓦器，須恵器，同安窯系青磁，白磁，瓦，鉄製品，凹み石等が出土した。
h、．・

第Ⅲ層（灰褐色粘質土）である包含層からの出土が中心であるが，特にI区南調査区の北部グリッ

ドでまとまった出土がみられた。土師器では，供膳具である小皿・杯・椀が中心に出土しており，

小皿・杯については底部切り離しが全て回転糸切りによるものである。椀は，円盤状高台のものと

輪高台のものがみられる。瓦器は椀と皿が中心に出土している。須恵器については貯蔵具である嚢，

調理具である鉢がまとまって出土している。岡安窯系青磁はI－1b類（森田編年による）の椀が

出土しており，白磁についてはⅡ・Ⅳ・Ⅴ類（森田編年）の碗が中心に出土している。瓦は，全て

平瓦の破片であり全容は不明であるが，瓦内面に単位の細かい布目痕が認められる。

土師器

小皿（Fig．178－184）

、178－184は小皿である。全てロクロ成形で，内外面ともナデ調整を施し，底部切り離しは回転糸

切りである。179・180・182－184は底部内面にロクロ目が認められる。178は器高が1．8cmを測り，

器形が小杯に分類し得るタイプ（B－Ⅲb類）である。他に比べ底部がやや分厚い。179・180は口

綾部が外反するタイプである。180の口緑端部はやや肥厚し丸くおさめる。181・182は口綾部にか

けて直線的に立ち上がるタイプである。183は器形が小杯に分類し得るタイプ（B－Ⅲa）である。

体部中位からやや外反する。184は平底から斜上外方に直線的に立ち上がり，口緑部は僅かに外反

する。179はP115，183はP85，184はP123からの出土である。

杯（Fig．185－191）

185－191は杯である。全てロクロ成形で，底部切り離しは回転糸切りである。内面にナデ調整が

施される185－187と，内外面ともナデ調整が施されている188と，内外面とも回転ナデによりロクロ

痕が認められる189がある。185は器形からみて椀に分類し得るがここでは杯で分類した。円盤状高

台から斜上外方にやや内湾気味に立ち上がり，口緑端部は丸くおさめる。186は平底から斜上外方

に直線的に立ち上がり，口緑部はやや外反し，口緑端部は肥厚する。186はSD8からの出土である。

187は平底から斜上外方に直線的に立ち上がり，口緑部は外反する。187はSDllのP164からの出

土である。188はやや内湾気味に立ち上がり，口緑部は外反する。口縁端部は肥厚し，丸くおさめる。

189は平底から斜上外方に直線的に立ち上がる。底部内面にロクロ目が残る。190・191は円盤状高

台である。体部から上方が欠損しており，形態が不明であるがここでは杯で分類した。190はP115

から出土している。内底部が凹む。191は柱状を呈した高台である。底部内面はナデ調整である。
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Fig．31包含層出土遺物7（土師器皿・杯・椀）



椀（Fig．192－196）

192－196は椀である。192－194はSD14出土である。192・193は円盤状高台であり，底部外面に

回転糸切り痕が残る。193は体部外面に粘土紐マキアゲの接合部が認められる。194－196は輪高台

の椀であり，194は「ハ」の字状に開く断面方形の高台が付く。195はSD16出土である。真下を向

く断面逆台形の高台が付く。196はSDll出土であり，真下を向く断面半円形の高台が付く。

瓦器（Fig．197・198）
けrr

197・198は椀である。197は体部中位でやや段を持ち，斜上外方に立ち上がる。口緑端部は薄く，

口唇部は丸くおさめる。198の体部は内湾して立ち上がる。口緑端部は細り，口唇部は丸くおさめ

る。体部外面下半に指頭庄痕を認める。199は皿である。丸底気味の底部から斜上外方に立ち上がる。

口緑部外面は強い横ナデにより器壁が薄くなり，やや外反する。口唇部は丸くおさめる。体部外面

下半部に指頭庄痕を認める。200・201は椀である。200はP115，201はP137出土である。断面逆三

角形の低い高台が付く。

緑粕陶器（Fig．202）

202は皿である。底部は円盤状高台であるが，摩耗が著しく，切り離しは不明である。軟質の焼

きで淡緑色の粕が一部底部外面まで施粕されているが，全体的に粕の剥落が著しい。京都産である。

土錘（Fig．203）

203は土錘である。ほぼ円筒形を呈し，須恵器に近い焼成である。全長4．3cm，全幅1．7cm，孔径

0．5cmを測り，重量は12．5gである。

土師器蜜（Fig．204）

204はSD14出土である。胴部は僅かに内湾気味に下がり，長胴型を呈するものと思われる。口

緑部は外傾し，端部は面を成し，僅かに凹む。口緑部外面は横方向のパケ調整，他はナデ調整を施

す。205の胴部は緩やかに内湾し，口緑部は「く」の字形に外傾する。内面は横方向を基調とする

パケ調整，胴部外面は縦方向のパケ調整が施される。

須恵器

須恵器は嚢，鉢といった貯蔵具，調理具が中心に出土している。206は小型の杯であり，円盤状

高台から斜上外方に直線的に立ち上がる。口緑端部は外反し，口唇部は丸くおさめる。ロクロミズ

ビキ成形であり，内面はナデ調整が施される。底部外面は回転糸切り痕が認められる。207・208は

嚢である。207は口緑部は強い横ナデにより大きく外反し，端部は水平な面を成す。胴部外面は横

方向の平行叩き，内面はヘラ状工具によるナデ調整を施す。208は内傾する胴部から頚部は直立し，

口綾部は「く」の字状に外反する。口緑端部は面を成し，やや上方に拡張する。胴部外面は横方向

の平行叩き，内面はあて具の痕跡か凹凸が目立つ。頚部から上は，内外面ともナデ調整が施される。
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Fig．32　包含層出土遺物8（瓦器椀・皿，緑粕陶器皿，土錘，土師器蜜・鍋，須恵器杯・蜜・鉢）
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207・208とも胎土が粗雑であり，0．5－1．3cm大の角礫が含まれている。胎土の成分であると思われ

る鉄分が融解し，内外面に点々と癒着している。内面の色調は明褐色を呈する。209－212は鉢であ

る。すべてロクロミズビキ成形であり，ナデ調整が施される。209－211の口縁端部は短く外折し，

水平な面を成す。212は平底を呈する底部から斜上外方に直線的に立ち上がり，口縁端部は内傾す

る面を成す。何れも色調は灰褐色を呈し，硬質で焼成は良好である。210はP117からの出土である。

青磁
r′

213・214は岡安窯系の青磁碗である。内外面に単位の細かい櫛措き条線が施される。214は断面

逆台形の厚い高台を有す。体部は内湾気味に立ち上がり，内底見込みと体部との境に1条の沈線が

施される。双方ともI－1b類（森田分類による）に属する。

青白磁

215はSD14からの出土である。側面菊座状の平型合子の蓋である。蓋天井部（甲）に型押し文

の浮き出しが施される。

白磁

216－232は全て白磁碗である。216－223は口縁部が玉緑になるものでⅣ類（森田分類による）

に属する。216－218は口綾部に薄く肥厚する玉緑を持つ。218の胎土は灰白色を呈し，粕色は，や

や黄色味を帯びる。粕は全体的に薄い。220－223は口緑部に厚く肥厚する玉緑を持つ。胎土は灰白

色を呈し，粕色は灰色を帯びた乳白色を呈する。221の体部外面下半は施和されていない。222は口

緑端部内面がやや凹む。224－229はⅡ・Ⅳ・Ⅴ類（森田分類による）に属する碗の底部片である。

224は高台外面を直に，内面を斜めに削り出したもので225－227に比べやや高台が高い。体部外面

下半は施和されない。225の高台はやや幅広で，削り出しは224に比べ浅い。内面見込みに沈線状の

浅い段を持つ。226の底部は分厚く，高台の削り出しも僅かである。胎土は灰白色を呈し，粕色は

やや黄色味を帯びる。227は幅広の高台であり，外底部の削り出しは僅かである。高台外面から体

部下半はノミ状工具により削り取った痕が認められる。内面見込みに沈線状の浅い段を持つ。228

は断面長方形の直立する高い高台を持つ。粕は内面については全面施粕，外面は高台外面に粕が垂

れ，畳付から外底部にかけては露胎している。229は断面三角形を呈する高台を持つ。粕は内面に

ついては全面施粕，外面は高台外面まで粕が垂れる。内面見込みに沈線状の浅い段を有す。230・

231は体部内面上位に1条の浅い沈線が認められる。口緑端部は直立し，尖り気味に仕上げる。232

は口緑端部が僅かに外反する。粕は黄色味を帯びた灰色を呈し，全体的に薄く施粕されている。

瓦

瓦は全て破片であり，全容が判り得るものはなかった。平瓦片が中心に出土している。233－236

は平瓦片であり，内面に単位の細かい布目痕が認められる。焼成は悪く，胎土も租雑である。いず

れも須恵質である。237はSD8出土の軒平瓦である。右巻の三つ巴文が認められる。巴頭部は尖

45



：　∃
L　．　．　．　．　！　　　　　　　　‾　　　　＿！

二 6

十＝≡′三三

46

匪215

／

＝≡圏二＿＿＿一

∈≡≡≡∃　　ノブ
ヽ、　　　　　　　　　l

／′′223

と、雲…

15cmー　　　　　〕
Fig．33　包含層出土遺物9（須恵器鉢，青磁，青白磁，白磁）
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Fig．35　包含層出土遺物11（鉄製品，石器）

15cm

り気味であり，尾は短い。文様断面は丸味を持つ。外縁幅0．8cm，外縁高1．0cm，瓦当厚1．8cmを測る。

鉄製品

238は雁股鉄である。基部は欠損している。茎部の断面は扁平である。残長8．4cm，全幅4．4cm，重

量27．3gを測る。

高支石

239は敲石である。両面の端部に敲打による凹みがみられる。石質は砂岩であり，表面はなめら

かである。全長11．3cm，全幅7．3cm，全厚3．4cm，重量390gを測る。
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第Ⅴ章　まとめ

今回の調査では，物部川周辺に展開する古代末～中世前期にかけての遺跡の立地や展開を知る上

で貴重な成果を得る事が出来た。深渕北遺跡は，物部川によって形成された自然堤防上に立地して

おり，今次調査区の北と南では時期的な差が認められ，古代末～中世前期にかけての変遷を見る事

ができる。ここでは，I区北と南の各調査区で検出された遺構と，特徴的な出土遺物について概観
dr

し，物部川を中心とした高知平野の古代末から中世前期にかけての土器様相についてまとめてみた

い。

1．I区北の遺構と遺物

I区北では，ピット65個，土抗6基，溝4条を検出した。また，遺構検出面上の包含層から土師

器の杯，皿の出土が見られる。遺構埋土は，暗褐色粘質土で包含層と同じ埋土であり，SKl，Pit60

では比較的遺物がまとまって出土が見られた。SKlは，平面プラン隅丸長方形であり土師器の杯・皿・

襲，黒色土器椀が出土しているが，供膳具の形態から9世紀後半代と考えられる。また，Pit60は

平面プラン楕円形を呈し，規模が長軸1．8mと大きく土抗として捉えることができる。このPit60か

らはSKlと同形態，同法量の土師器の杯や，黒色土器椀が出土しており，SKlと同時期の遺構とし

て考えられる。遺構の長軸方向はN－180－W前後を示し，同じ方向性を持つ。また，隣接するSD2

－4及び7についても平行，垂直方向を示し，埋土も同じ暗褐色粘質土及びシルトであることから

同時期性が考えられる。I区北の包含層からは多量の土師器の供膳具の出土が見られるが，G9グ

リッドの集中遺物を見れば，包含層Ⅲ層は上層と下層で様相がやや異なる。土師器供膳具につい

て見れば上層では56・58のような椀，杯については52・53のように器高の高い杯が見られ，下層で

は器高が3内外を測る杯が多く出土している。先述のSKl・Pit60から出土した杯と同タイプのも

のである。このタイプの杯と供伴して出土した黒色土器を見れば66・67の内面のみ黒色処理された

（A類）であり搬入品であり平城京SD650併行と考えられ，この事からI区北で出土した土師器供

膳具及び検出された遺構は9世紀後半頃の帰属時期が想定できる。また，包含層がG9グリッドの

地点のように部分的に厚く堆積が見られ，上層部からの出土遺物を見れば土師器では円盤状高台

椀，輪高台椀，その他黒色土器椀（B類），緑粕陶器などが出土している。この内，127の黒色土器

椀は内外面黒色処理された楠菓産（B類）のものであり，緑粕陶器については京都系のものが主で

あるが，中に近江系椀（135）や，篠窯系の椀も見られる。また，猿投窯産の灰粕陶器椀（135）も

見られ，これら搬入品の帰属時期を見れば，緑粕陶器から9世紀末～10世紀代が考えられ，黒色土

器椀（B類），灰粕陶器椀から11世紀初頭～11世紀前半代の帰属時期が考えられる。在地産の土師

器供膳具では器高の高い杯や円盤状高台椀が見られるが，杯については全て回転箆切りであるが，

下層部で認められた杯に加え，器高の高い杯が散見できる。また，椀は輪高台のものと円盤状を

呈したべ夕高台のものが見られるが，この内，後者は回転糸切りのものが見られる。県内の遺跡に

目を向ければ，同様の遺物様相が見られる遺跡は土佐山田町に所在するひびのきサウジ遺跡のSEl
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資料が挙げられる。この遺構からは一括廃棄の状態で，土師器供膳具，黒色土器，土師器嚢などが

出土しており，出土した遺物の供伴関係から10世紀後半代の時期が想定されている。ひびのきサウ

ジ遺跡から出土した土師器供膳具と，I区北から出土したものを比較すると形態・法量ともに類似

しており，同時期として捉えることが出来る。また，ひびのきサウジ遺跡では円盤状高台椀は須恵

器と土師器のものが同等数の割合を示すのに対し，深渕北遺跡では須恵器椀は僅少である。この円

盤状高台椀の形態については播磨地方の須恵器窯で供給されていたものと同形態のものであり，さ

らに，同一形態の土師器椀を在地で生産しており，模倣系土師器椀として須恵器椀と同様に当該地

域においてもある一定の需要があったものと推測される。

以上，I区北の遺物を概観してみたが帰属時期を整理すると，9世紀後半～末葉にかけてと，10

世紀前半にかけての時期にピークが認められ，さらに，10世紀後半から11世紀前半代に次のピーク

がある。後述するI区南の様相と後で比較してみたい。

2．I区南の遺構と遺物

I区北の南部に位置し，調査区中央部を流露堆積によって寸断される。地山を構成するのは黄

色から黄灰色を呈したシルト～粘土質層であり，I区北と同じように形成された自然堤防的性格を

示す。包含層についてはI区北で検出されたⅢ層とは異なる灰褐色粘質土の堆積が認められ，I区

北と時期の異なる遺物が出土した。I区南では，包含層直下で掘立柱建物跡2棟，ピット88個，溝

10条を検出したが，調査区北東部に遺構が集中する。北東部で検出されたSBl・2及びSD12・16は

建物の棟方向とほぼ併行しており同時期が考えられる。掘立柱建物の周りを溝が巡るものと考えら

れるが連続せずにL字状の溝を組み合わせるように構築されている。SBlは東西棟建物であり，1

間×3間のプランを検出しているが，梁間が1間以上になる可能性も考えられる。建物の棟方向は

N－720－Eを測りSD12と一致しており，SD12・16に囲まれた建物になる。この溝にほぼ平行して南

部でSD13を検出しているが東端部でやや南に曲がるようなプランを呈する。東端部は調査区外に

なるため未検出であるが，SD12とほぼ同じ規模・形態を示すものと思われる。また，SD13の南部

では掘立柱建物のプランは検出されなかったがピットを何個か検出しており，SD13に囲まれるよ

うな形で建物が存在していた可能性が考えられる。SD12・13ともに出土遺物から11世紀後半～12

世紀代が想定されるが，当該期の遺構は県内には類例が乏しく特に建物等の遺構プランについては

未だ不明な点が多い。13世紀代になると溝で固まれた屋敷などが出現してくるが，その前段階に位
ノノー

置づけられる遺構プランであると考えられる。

次にI区南で検出した遺構から出土した遺物を見てみたい。冒頭でも触れたがこれらの遺構検出

面上にはI区北では検出されなかった灰褐色粘質土の包含層があり，土師器，瓦器，須恵器，同安

窯系青磁，白磁，瓦，鉄製品，凹み石等の出土が見られた。土師器は小皿，杯が主体であり，底部

切り離しは全て回転糸切りである。須恵器は貯蔵具の嚢，調理具では鉢が主体に出土している。嚢

については胴部外面に平行叩き，自然粕が認められ，胎土中の成分と思われる鉄分が融解し内外面

に点々と付着している。後述する佐古亀山窯の出土表採資料の嚢と同一のものと考えられる。これ

らの須恵器を見れば，嚢の外面に残る平行叩き痕は東播系の嚢の特徴に非常に類似しており，調理
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具である鉢も形態・調整手法が共通していることから播磨地域からの技術手法の伝播を窺わせる資

料であると言える。貿易陶磁器については，同安窯系青磁（I－1b類；森田分類），白磁ではⅣ・

Ⅴ類の椀が主体で出土している。これら貿易陶磁器の年代観は11世紀後半～12世紀代にかけてのも

のである。

以上，I区南の包含層から出土した遺物を概観したが，中心となる時期は11世紀後半から12世紀

代にかけてであり，検出された遺構の時期も概ね当該期に比定できる。前述のSD12・13及び，こ

れらの溝と供伴するSBl・2から出土した遺物の中で土師器供膳具の特徴を挙げると，皿は法量が
－rr

縮小し，「小皿」と呼べる器形になり，杯は前段階に存在する円盤状高台椀の底部の形骸化が更に

進み，体部が直線的になり「杯」と呼べる器形への変化がそれぞれ挙げられる。I区北で出土した

円盤状高台椀は播磨摸倣として捉えることができるが，形態を模倣したものであり，粘土版を貼付

けた底部など成形・手法は在地特有のものである。10世紀後半段階以降，播磨系の技術も一部，伝

播していたものと思われ，これらの影響は当該地域においては12世紀代まで在地生産の中で変容し

ながら続く。12世紀代になると，SD12・13資料に見られるように円盤状高台の形骸化が進み，新

しいタイプの杯が主流を占める。また，前述の平行叩きの嚢も東播系の特徴を兼ね備えており，深

渕北遺跡周辺に立地する佐古亀山窯と何らかの関係があるものと思われる。

3．結び　一深渕北遺跡の調査成果から見た高知平野の様相一

以上，I区北と南で検出された遺構と，特徴的な遺物を概観してみたが，深渕北遺跡は9世紀末

から12世紀代と連綿と続く遺跡である事が判った。遺跡の立地が物部川の自然堤防であることから

I区北から南への移行期が出土遺物から11C後半頃に想定でき，調査区中央部の流路の影響が考え

られる。検出された遺構は，規模・プランともに明確でないが，各期の出土遺物の内容から郡衛関

連の性格が考えられ，遺跡の立地からみて古物部川河口付近には「津」的性格を持った遺跡が存在

していた可能性がある。深渕北遺跡の周辺には野市町佐古亀山窯跡があり，表採資料と同じ調整手

法，胎土の嚢が今回の調査で出土している。この嚢は前述したが，外面に平行タタキが残り，内面

は円礫のような丸みのある当具痕が認められ，頚部から口縁部は回転ナデ調整が施され口緑端部は

面を成し，形態的には東播系の嚢に極めて類似する。佐古亀山窯は瓦窯としても知られ，平安時代

後期，京都へも瓦を供給していた窯跡である。窯跡の表採資料の多くは瓦であるが，その中に東播

系瓦の特徴的な手法「包み込み技法」を使った軒平瓦がみられる。これらのことから，播磨系須恵

器椀の衰退後も東播系の技術が導入され，在地須恵器窯においてこれらの製品が生産されていたこ

とが明らかになってきた。この他，同町内に所在する白岩窯跡でもこの時期に須恵器嚢が生産され

ていたとされているが発掘調査等，精査が行われておらず不明な点が多いため今後の調査が期待さ

れる。このように，在地の須恵器窯の需要と供給のあり方がどのように展開していたのか，また，

他地域との関わりを知る上においては非常に貴重な成果を得ることができた。

その他の出土遺物に目を向けると，在地供膳具の変遷と，椀から杯に変化する什器の変遷を見

ることができる。中でも今回出土した播磨系須恵器椀については，高知平野に所在する古代末の遺

跡から頻繁に出土しており，当該期の主な遺跡を挙げると土佐山田町に所在するひびのきサウジ遺
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跡のSEl，南国市に所在する土佐国衝跡SXll，同じ南国市の田村遺跡Loc．14SK31の資料などがあ

る。これらの遺跡から出土した椀の形態を比較すると体部の内湾，口緑部の外反の度合いなどに相

違点が見られる。また，播磨系須恵器椀を模倣した土師器椀も制作されており，高知県では10世紀

半ば以降，11世紀代前半にかけて播磨系須恵器椀の搬入及び模倣が展開する時期として捉えること

ができる。この時期に什器の主体が杯から椀に変容し，土器組成も椀・杯・小皿に集約され南四国

における中世的土器様式の成立期として捉えることができる。その後，播磨系模倣椀は須恵器につ

いては減少し，土師器椀については円盤状を呈した高台の形骸化が進みべ夕高台になる。前述した

I区南のSD12・13資料の段階であるが，同様の様相を呈する遺跡を周辺地域に求めると曽我遺跡

SK5，高柳遺跡SKlの資料が挙げられる。円盤状高台椀の衰退とともに貼付輪高台の椀や底部回転

糸切りの杯が出現してくるが，この段階の杯は体部が直線的になり，その後の在地の土師器杯の製

作手法に展開してゆく新しいタイプの杯といえる。これらの在地の土師器供膳具と供伴する陶磁器

類は白磁のⅣ類などが見られる事から相対的に見てこれらの変容の段階を11世紀後半から12世紀代

として捉えることができる。以後，12世紀前半代は資料的に少なくなるが，12世紀後半頃，楠菓型

瓦器椀や中国陶磁器が搬入されるようになり，13世紀代に入ると在地の土師器供膳具の組成は杯・

皿・小皿で構成されるようになり，12世紀代に普及した土師器椀は陶磁器碗や瓦器椀に淘汰されて

ゆく。

次に深渕北遺跡の立地する物部川流域及び高知平野の古代末から中世前期の遺跡についての関

わりを見てみたい。深渕北遺跡は物部川左岸，現香美郡野市町に立地するが，この地域において今

までの発掘調査で確認されている古代の遺跡としては深渕遺跡・曽我遺跡が挙げられる。曽我遺跡

は深渕北遺跡の東側にあたり，台地状を呈する古期扇状地上を流れる香宗川流域に位置する。内容

については第Ⅱ章の歴史的環境で述べたが宗我郷の「郷家」あるいは郡衛クラスの役所の存在が推

定されている。物部川流域で見れば当遺跡の南方約500mに位置する深渕遺跡があるが，銘尾・二

彩陶器・緑粕陶器・墨書土器・円面硯・風字硯等が出土しており，8世紀～9世紀前半にかけての

官衛関連の遺跡として確認されている。このように，物部川や香宗川に画した場所に古代の官街関

連遺跡の立地が見られる事から，各河川流域には連綿と古代の遺跡が展開されていたものと思われ

る。また，川に面した立地から「郡津」の性格も想定され，中央官街との交易の場として機能して

いたものと考えられる。今回の深渕北遺跡の調査では9世紀後半代から遺跡が展開している事が明

らかとなり，深渕遺跡が立地する物部川河口付近からやや北上した地点に拠点が移動した可能性が

考えられる。また，対岸では田村遺跡があり，物部川の形成する安定した自然堤防上に古代の官衛

関連施設もしくは郡衛に相当する施設が展開しているものと考えられ，香長平野と条理を見てゆく

上でも重要である。

このように，古代の官衛関連遺跡に重複，もしくは隣接するような地点に古代末から中世前期に

かけての遺跡が展開しているものと思われ，特に河川流域では河口付近，川に画した箇所に立地し，

物資流通を目的とした遺跡の性格に変化してゆくものと思われる。今回の探渕北遺跡も水運を中心

とした「郡津」的性格の遺跡である可能性があり，今後，周辺地域の遺跡から出土した資料との再

検討を行い，土佐の古代末から中世前期にかけての様相を見ていきたい。
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法 量 表
挿 図

番 号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm ）
色　　 調

外
調 査 区 出 土 グ リ ッ ド

口径 器 高 底 径 ．合‘ム 1旨．
同 口 同

内 （断 ）

1 土 師器
杯

A －I a （診
1 2 ．7 3 ．5 5 7 ．1

浅 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 8 ／6

〃
I 区 北 H 一 日 （S K l ）

2 ク 杯 1 3 ．0 3 ．3 9 ．0
橙

浅 黄 橙

7 ．5 Y R　 7 ／6

7 ．5 Y R　 8 ／6
ク 〃

3 〃 皿 （1 1 ．8 ） 1 ．6 8 ．8
橙

ク

2 ．5 Y R　 6 ／8

5 Y R　 7 ／8
〃 ク

4 ノク
皿

A －ⅡC
15 ．4 2 ．1 5 8 ．4

樟

〃

5 Y R　 6 ／6

ク
〃 ク

5 黒 色 土 器
椀

A
1 8 ．4 （4 ．5 ）

－

に ぷ い 黄 橙

暗 灰

1 0 Y R　 7 ／4

N　 3 ／0
ク 〃

6 土 師 器
垂

B
1 5 ．4 （1 5 ．4 ）

－

胴 径

1 4 ．5

に ぷ い 黄 橙

〃

1 0 Y R　 7 ／3

〃
〃 ク

7 〃
杯

A ′－I
1 3 ．6 ・3 ．3 6 ．9

浅 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 8 ／4

〃
〃 G － 1 1 （P 6 0 ）

8 〃
杯

A －I a （彰
1 3 ．9 3 ．1 8 ．9

橙

〃

5 Y R　 7 ／8

2 ．5 Y R　 6 ／8
ク 〃

9 須 恵 器
杯

C －
（1 ．5 ） 7 ．0 0 ．5

灰 白

ク

5 Y　 7 ／1

5 Y　 8 ／1
ク 〃

1 0 黒 色 土 器
椀

A －
（1 ．2 5 ） 8 ．5 0 ．6

樟

暗 灰

7 ．5 Y R　 7 ／6

N　 3 ／0
〃 〃

1 1 土 師 器 皿 1 1 ．8 1 ．6 7 ．0
浅 黄 橙

ク

1 0 Y R　 8 ／3

〃
〃 ′ク

1 2 〃
小 皿

B －Ⅱ a
8 ．1 1 ．6 4 ．5

灰 白

ク．

10 Y R　 8 ／2

ク
I 区 南 I － 2 0 （S D 1 2 ）

1 3 ク．
小 皿

B －Ⅱ b
7 ．0 （1 ．0 ） 4 ．7

にぷ い橙

一ク

2 ．5 Y R　 6 ／4

〃
〃 ク

1 4 ク
小 皿

B －Ⅲ a
7 ．6 1 ．7 5 4 ．5 5

浅 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 8 ／4
〃 〃

1 5 ク 杯
－

（2 ．5 ） 6 ．6 0 ．1 5
〃

ノク

1 0 Y R　 8 ／3

ク
〃 ノク

1 6 〃
杯

B －Ⅱ a －
（2 ．5 5 ） 6 ．3 1 ．0

ク

〃

7 ．5 Y R　 8 ／3

10 Y R　 8 ／3
〃 〃

1 7 〃 杯 1 5 ．5 4 ．8 6 ．7 0 ．3
ク

橙

10 Y R　 8 ／4

7 ．5 Y R　 7 ／6
ク 〃

1 8 瓦 器 椀 1 4 ．3 5 ．2 5 6 ．3 0 ．4
灰

ノク

N　 4 ／0 ．

ク
〃 〃

1 9 須 恵 器
嚢

B －I
2 2 ．6 （7 ．6 ）

－

灰 白

〃

N　 7 ／0

ク
〃 ク

2 0 〃 蜜
－ － －

灰 白

灰 黄 褐

N　 7 ／0

1 0 Y R　 6 ／2
ク 〃

2 2 土 師 器
小 皿

B －Ⅱ a
8 ．3 1 ．5 4 ．2

浅 黄 橙 ．

ク

1 0 Y R　 8 ／3

ク
〃 I － 2 0 （S D 1 3 ）

2 3 〃 皿 8 ．2 1 ．5 5 4 ．7
ク

〃

1 0 Y R　 8 ／4

ク
ク 〃

2 4 一ク 杯 1 5 ．5 （3 ．1 ）
－ 0 ．1

〃

〃

1 0 Y R　 8 ／3

〃
ク ク

2 5 〃 〃 －
（2 ．7 ） 6 ．2

〃

灰 白

1 0 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 8 ／2
ク r〃

2 6 ク 杯
－

（1 ．8 5 ） 7 ．0
浅 黄 橙

に ぷ い 橙

1 0 Y R　 8 ／3

7 ．5 Y R　 7 ／4
ク 〃

2 7 ク
杯

A －Ⅱ a
1 4 ．7 3 ，9 8 6 ．8

に ぷ い黄 橙

浅 黄 橙

1 0 Y R　 7 ／4

1 0 Y R　 8 ／3
ク 〃

2 8 ク 杯 1 4 ．6 5 ．3 6 ．2 0 ．3 ．
橙

ク

7 ．5 Y R　 7 ／6

′ク
〃 ク

2 9
痍 恵 器 杯

B －
（2 ．2 ） 6 ．5 0 ．3

浅 黄 橙

ク

1 0 Y R　 8 ／4

〃
ク ．ク

3 0 白 磁
碗

Ⅳ
1 7 ．0 （2 ．9 ）

－

灰 黄

灰 白

2 ．5 Y　 7 ／2

2 ．5 Y　 8 ／1
ク ノク

3 1 ・ 土 師 器
嚢

B
9 ．6 （3 ．5 ）

－

胴 径

9 ．5

に ぷ い黄 橙

ク

5 Y R　 6 ／3

1 0 Y R　 7 ／3
ク ク

3 2 須 恵 器
杯

B
1 5 ．5 3 ．9 7 ．5

に ぷ い黄 橙

灰 白

1 0 Y R　 7 ／2

5 Y　 7 ／1
ク ク

3 3 〃 士
翌 2 1 ．6 （7 ．1 ）

－
灰 黄 褐 1 0 Y R　 5 ／2 〃 〃

3 4 〃 ク －
（4 ．5 5 ） 1 5 ．2

灰 白

に ぷ い 褐

7 ．5 Y　 7 ／1

7 ．5 Y R　 5 ／3
ク ク

3 5 イ′ 蜜
－ － － －

灰

に ぷ い褐

N　 4 ／0

7 ．5 Y R　 5 ／3
ク ク

3 6 ク ク － － － －
褐 灰 1 0 Y R　 5 ／1 〃 〃
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法 量 表
挿 図

番 号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm ）
色　　 調

外 ・
調 査 区 出土 グ リ ッ ド

口径 器 高 底 径 音 ∠ヽ 舌
同 口 r司

内 （断 ）

3 7 須 恵 器 蜜
－ － － －

灰 白

ク

N　 7 ／0

N　 6 ／0
I 区 南 I － 2 0 （S D 1 3 ）

3 8 土 師 器
杯

A －Ⅱ b
1 4 ．8 4 ．9 7 ．7

浅 黄 橙

〃

1 0 Y R　 8 ／3

ノク
〃 I q 1．9 （S B I P 1 3 5 ）

3 9 〃
〃

A －Ⅱ a
1 4 ．9 4 ．0 7 ．3

橙

ク

5 Y R　 7 ／8

〃
〃 I － 19 （S B I P 1 4 1 ）

4 0 ノク 杯 1 4 ．3 4 ．4 6 ．9 5
0 ．1

（台径 6 ．3 5 ）

浅 黄 橙

ク

1 0 Y R　 8 ／3

ク
ク G － 2 2 （P 8 2 ）

4 1 〃 〃 1 4 ．2 4 ．7 5 6 ．9
ク

〃

7 ．5 Y R　 8 ／4

〃
ク 〃　　　　　　　　 ク

4 2 瓦 器 椀 1 4 ．8 4 ．2 5 ．5 0 ．3 8
灰

〃

7 ．5 Y　 4 ／1－

ク
〃 ク　　　　　　　 〃

4 4 土 師 器
小 皿

B －Ⅲ b
7 ．8 1 ．6 4 ．2

浅 黄 橙

〃

1 0 Y R　 8 ／4

ク
ク I － 2 1 （P 8 8 ）

4 5 ク
ク

B －Ⅱ b
7 ．8 1 ．5 5 ．1

橙

ク

5 Y R　 7 ／6

ク
一ク ク　　　　　　　 〃

4 6 〃
皿

A －Ⅱ b
1 4 ．5 1 ．6 5 1 1 ．6

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／4

ク
I 区 北 G － 9

4 7 ク
ク

A －ⅡC
1 3 ．3 5 ・2 ．3 9 ．8

橙

〃

5 Y R　 7 ／6

〃
〃 〃

4 8 ク
〃

A －Ⅲ
1 3 ．0 1 ．3 8 ．4

ク

ク

〃

ク
〃 〃

4 9 ク
ク

〃
12 ．7 1 ．7 5 8 ．2

浅 黄 橙

黄 橙

1 0 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 8 ／6 ク ク

5 0 〃
杯

A ′－I
9 ．4 3 ．7 6 ．4

〃

〃

7 ．5 Y R　 8 ノ8

〃
〃 〃

5 1 ク 杯 1 4 ．8 4 ．4 7 ．4
に ぷ い 黄 橙

〃

1 0 Y R　 7 ／3

〃
〃 〃

5 2 〃
ク

A －I b （卦
1 3 ．9 5 ．1 7 ．4

浅 黄 樟

黄 灰

1 0 Y R　 8 ／3

2 ．5 Y　 6 ／1
〃 ク

5 3 ノク
〃

〃
1 3 ．4 4 ．9 5 6 ．8

に ぷ い橙

暗 灰

7 ．5 Y R　 7 ／4

N　 3 1
ク 〃

5 4 ク
〃

B 一工a
12 ．0 4 ．7 6 ．6

浅 黄 橙

橙

7 ．5 Y R　 8 ／6

7 ．5 Y R　 7 ／6
ク 〃

5 5 〃
ク

B －I b
1 2 ．8 4 ．8 8 ．4

〃

〃

5 Y R　 7 ／6

〃
〃 ク

5 6 ク
〃

B －I c
1 4 ．7 5 ．4 7 ．2

浅 黄 樟

〃

1 0 Y R　 8 ／3

〃
ク 〃

5 7 ク 杯 1 1 ．8 4 ．0 8 ．6 ク
灰 白

7 ．5 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 7 ／1
ク 〃

5 8 〃
椀

C －
（3 ．1 5 ） 9 ．5 0 ．9

黄 橙

橙

7 ．5 Y R　 8 ／8

5 Y R　 7 ／8
ク 〃

5 9 〃
皿

A －Ⅱ C
・1 3 ．4 5 1 ．8 8 9 ．5

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／4

ク
ク イ′

6 0 〃
ク

A ⊥Ⅲ
1 3 ．2 2 ．3 9 ．3

橙

〃

5 Y R　 7 ／6

〃
ク ク

6 1 ク
杯

A －I a ②
1 4 ．0 3 ．4 5 9 ．0

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／6

7 ．5 Y R　 8 ／4 ク ′ク

6 2 〃
ク

A －I b ①
1 3 ．0 2 ．8 5 8 ．0

橙

ク

7 ．5 Y R　 7 ／6

ク
．ク 〃

6 3 ク
〃

A －I b （診
1 2 ．8 3 ．4 7 8 ．4 5

浅 黄 橙

橙

10 Y R　 8 ／4

7 ．5 Y R　 7 ／6 ．ク ク

6 4 〃 杯 1 1 ．9 3 ．6 9 8 ．4
浅 黄 撃

橙

10 Y R　 8 ／4

5 Y R　 7 ／6 ク 〃

6 5 〃
〃

B －I b
1 2 ．8 4 ．5 7 ．4

浅 黄 橙

橙

7 ．5 Y R　 8 ／6

5 Y R　 7 ／8 ク 〃

6 6 黒 色 土 器
椀

A
1 6 ．0 4 ．9 7 ．7 0 ．2

に ぷ い橙

暗 灰

7 ．5 Y R　 7 ／4

N ‘3 ／0 ク イ′

6 7 ク
ク

ク
1 7 ．4 5 ．4 9 ．2 0 ．5

橙

黄 灰

7 ．5 Y R　 7 ／6

2 ．5 Y　 4 ／1 〃‾ 〃

6 8 土 錘
全 長

3 ．3

全 幅

1 ．9

孔 径

0 ．6

重 量

1 3 ．1
灰 白 1 0 Y R　 8 ／2 〃 ク

6 9 土 師 器
小 皿

B －I
・8 ．4 1 ．5 6 ．0

浅 黄 橙

ク

1 0 Y R　 8 ／4

7 ．5 Y R　 8 ／4 ク H － 1 0

7 0 ノク
〃

B －Ⅱ a
8 ．0 1 ．3 4 ．6

灰 自

ク

1 0 Y R　 8 ／2

〃
ク 〃

7 1 ク
〃

〃
8 ．0 1 ．4 5 4 ．3 5

－

浅 黄 樟

灰 白

1 0 Y R　 8 ／3

1 0 Y R　 8 ／2
〃 〃

7 2 〃
ク

B －Ⅱ b
8 ．1 1 ．6 5 ．1

－

に ぷ い 黄 橙

灰 白

1 0 Y R　 7 ／2

1 0 Y R　 8 ／1 ク 〃
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法 量 表
挿 図

番 号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm ）
色　　 調

外
調 査 区 ‘ 出土 グ リ ッ ド

口径 器 高 底 径 ．古ム 音
l司 口同

内 （断 ）

7 3 土 師 器
皿

A －I a
1 2 ．2 2 ．2 7 ．0

浅 黄 橙

樟

1 0 Y R　 8 ／4

5 Y R　 7 ／6
I 区 北 G － 9

7 4 ′タ
ク

A －I b
1 5 ．3 1 ．4 5 ・8 ．0

橙

〃

7 ．5 Y R　 7 ／6

〃
〃 F － 1 1

7 5 〃
ク

A －Ⅱ
1 0 ．0 4 1 ．0 9 ．1 5

淡 黄

浅 黄 橙

2 ．5 Y　 8 ／4

7 ．5 Y R　 8 ／6
〃 〃

7 6 〃
〃

ク
1 2 ．7 1 ．0 8 ．6

樟

ノク

5 Y R　 7 ／8

7 ．5 Y R　 7 ／6 ・ 〃 E － 1 1

7 7 〃
〃

A －Ⅱ
1 3 ．3 1 ．3 3 1 0 ．4

浅 黄 橙

．ク

1 0 Y R　 8 ／3

7 ．5 Y R　 8 ／4 ク G － 9

7 8 ク 台 付 皿 2 2 ．6 1 ．7 5 1 7 ．4 0 ．8
橙

〃

7 ．5 Y R　 7 ／6

〃
〃 G － 1 2　 ’‾rr

7 9 ク
杯

A ′－I
甲・9 3 ．1 6 ．3

ク

〃

5 Y R　 6 ／6

7 ．5 Y R　 6 ／6 ク F － 1 0

8 0 〃
ク

〃
1 0 ．6 3 ．0 7 ．5

浅 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 8 ／6

ノク
ク 一ク

8 1 〃
〃

ク
1 1 ．5 3 ．6 7 ．2

橙

〃

5 Y R　 7 ／8

ク
Ⅱ区 F － 8

8 2 〃
ク

〃
1 2 ．6 3 ．2 5 8 ．7

ク

ク

7 ．5 Y R　 7 ／6

5 Y R　 7 ／8
I 区 北 G － 9

8 3 〃
ノク

ク
1 2 ．6 4 ．3

6 ．5 ク

〃

5 Y R　 7 ／6

5 Y R　 7 ／8
〃 F － 1 0

8 4 ク
ク

A －I a ①
1 0 ．5 3 ．5 7 ．0

ク

ク

5 Y R　 6 ／6

ク
〃 E － 1 0

8 5 〃
ク

〃
9 ．4 3 ．3 5 6 ．0

にぷ い 橙

ク

7 ．5 Y R　 7 ／4

ク
T R － 1

8 6 ノク
ク

ク
9 ．7 3 ．5 7 6 ．3

〃

〃

〃

〃
ク

8 7 ク
ク

ク
9 ．9 3 ．4 6 ．1

橙

ク

7 ／6

ク
I 区 北 G － 1 0

8 8 ク
〃

〃
9 ．8 3 ．0 5 6 ．6 ク

〃

7 ．5 Y R　 7 ／6

〃
〃 F － 1 0

8 9 ク
〃

A －I a ②
1 2 ．5 3 ．3 7 ．4

にぷ い橙

橙

5 Y R　 7 ／4

5 Y R　 7 ／6
ク ク

9 0 〃
〃

ノク
1 2 ．0 2 ．9 7 ．4

浅 黄 撃

〃

7 ．5 Y R　 8 ／4

ク
〃 〃

9 1 〃
ク

A －I a （彰
1 3 ．2 2 ．7 7 ．2

にぷ い橙

浅 黄 橙

7 ．5 Y R　 7 ／4

7 ．5 Y R　 8 ／3
〃 一ク

9 2 〃
ク

ク
1 2 ．7 3 ．0 3 7 ．1 〃

〃

1 0 Y R　 8 ／4

7 ．5 Y R　 8 ／6
〃 G － 9

9 3 〃
〃

〃
1 1 ．6 2 ．8 6 ．2

に ぷ い 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 7 ／4

1 0 Y R　 7 ／4 イ′ F － 1 0

9 4 ク
〃

〃
1 2 ．0 2 ．9 5 6 ．4

浅 黄 橙

〃

1 0 Y R　 8 ／4

7 ．5 Y R　 8 ／6 イ′ 〃

9 5 〃
〃

A －I b （D
1 2 ．2 2 ．9 5 7 ．2

に ぷ い 黄 橙

浅 黄 橙

1 0 Y R　 6 ／4

1 0 Y R　 8 ／4
ク 〃

9 6 ク
〃

ノク
1 4 ．9 3 ．1 8 ．8

灰 白

ク

1 0 Y R　 8 ／2

1 0 Y R　 8 ／1 〃 〃

9 7 ク
〃

A －I b （む
1 2 ．3 3 ．6 8 ．3

樟

〃

7 ．5 Y R　 7 ／6

〃
〃 ノク

9 8 ク
ク

一ク
1 2 ．5 3 ．7 7 ．4

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／4

ク
ク G － 1 0

9 9 〃
ク

〃
1 2 ．2 3 ．4 7 ．8

〃

〃

1 0 Y R　 8 ／3

7 ．5 Y R　 8 ／4 〃 F － 1 0

1 0 0 ク
〃

〃
1 2 ．4 3 ．6 8 ．2

〃

ク

1 0 Y R　 8 ／6

ク
〃 〃

1 0 1 〃
〃

一ク
1 3 ．4 3 ．4 5 6 ．3

橙

ク

5 Y R　 7 ／8

ノク
ク 〃

1 0 2 〃
〃

A －I b （彰
1 1 ．2 3 ．7 5 6 ．2

ク

に ぷ い橙

7 ．5 Y R　 7 ／6

7 ．5 Y R　 7 ／4
〃 F － 1 1

1 0 3 ク
〃

〃
1 2 ．5 5 ．0 7 ．5

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／6

ク
〃 F － 1 0

1 0 4 ク
〃

ク
1 2 ．6 4 ．0 8 ．0

ク

に ぷ い橙

7 ．5 Y R　 8 ／4

7 ．5 Y R　 7 ／4
〃 ク

1 0 5 〃
ク

〃
1 3 ．4 4 ．7 5 7 ．6

橙

浅 黄 橙

7 ．5 Y R　 7 ／6

7 ．5 Y R　 8 ／4
〃 ク

1 0 6 〃
〃

ク
1 1 ．1 4 ．6 7 ．6

明 黄 褐

橙

1 0 Y R　 7 ／6

5 Y R　 7 ／8
ク D － 1 2

1 0 7 〃
〃

A －I b （彰
9 ．5 3 ．0 5 ．9

〃

〃

7 ．5 Y R　 7 ／6

ノク
〃 H － 9



法 量 表
挿 図

番 号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm ）
色　　 調

外
調 査 区 出土 グ リ ッ ド

口 径 器 高 底 径 音 ∠ヽ 舌
同 口 ri≡】

内 （断 ）

1 0 8 土 師 器
杯

B －I a
1 1 ．4 3 ．8 6 ．9

明 黄 褐

橙

5 Y R　 6 ／6

2 ．5 Y R　 6 ／8
I 区 北 F － 1 0

1 0 9 〃
〃

〃
1 1 ．3 4 ．0 5 6 ．8

黄 橙

一ク

7 ．5 Y R　 7 ／8

ク
ク ク

1 1 0 ク
ク

A －Ⅱ b
1 4 ．0 3 ．9 2 7 ．2

浅 黄 橙

灰

1 0 Y R　 8 ／3

N　 4 ／0
〃 G － 1 1 （S D 3 ）

1 1 1 ク
ク

B
1 3 ．0 4 ．5 7 ．4 0 ．8 5

橙

ク

5 Y R　 7 ／6

〃
〃 I － 1 2

1 1 2 〃
ク

〃
－

（2 ．7 5 ） 9 ．0 0 ．7
に ぷ い黄 橙

黄 橙

1 0 Y R ．7 ／4

7 ．5 Y R　 7 ／8
〃 F － 1 2 ・

1 1 3 ク
ク

〃
－

（5 ．1 ） 9 ．6 2 ．7
浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 8 ／4
ク E － 1 2

1 1 4 〃
椀

A 車Ⅱ
1 5 ．0 6 ．3 5 6 ．8 0 ．5

に ぷ い黄 橙

灰 白

1 0 Y R　 7 ／3

5 Y　 7 ／1
ク F － 9

1 1 5 〃
〃

〃
－

（3 ．5 5 ） 6 ．0 0 ．3
ク

〃

1 0 Y R　 8 ／2

〃
ノク G － 1 1 （S D 4 ）

1 1 6 〃
ク

B －I －
（3 ．3 ） 7 ．8 1 ．6

灰 白

ク

1 0 Y R　 8 ／2

2 ．5 Y　 7 ／1
〃 G － 1 1

1 1 7 〃
〃

ク
1 2 ．3 （4 ．5 ）

－

に ぷ い黄 橙

ク

1 0 Y R　 7 ／4

〃
T R － 1

1 1 8 〃
ク

ク
1 5 ．2 6 ．5 5 ．7 5 0 ．3

浅 黄 橙

．ク

1 0 Y R　 8 ／3

〃
I 区北 F － 1 0

1 1 9 〃
〃

C －
（3 ．3 ） 9 ．4 0 ．8

橙

．ク

5 Y R　 6 ／8 ・

〃
ク G － 1 2 （P 5 8 ）

1 2 0 〃
ク

．ク
－

（5 ．5 ） 9 ．3 0 ．9 5
ク

．ク

2 ．5 Y R　 6 ／8

〃
ク E － 1 2

1 2 1 ク
〃

〃
1 6 ．8 5 ．4 5 8 ．0 0 ．7

浅 黄 橙

橙

7 ．5 Y R　 8 ／6 ・

5 Y R　 7 ／8
ク I － 1 2 （S X 2 ）

1 2 2 黒 色 土 器
ク

A ．
1 4 ．5 5 ．3 7 ．5 0 ．5 ．ク

暗 灰

7 ．5 Y R　 7 ／6

N　 3 ／0
〃 E － 1 0

1 2 3 ク
〃

ク
1 4 ．4 （3 ．2 ）

－

に ぷ い黄 橙

暗 灰

1 0 Y R　 7 ／4

N　 3 ／0
T R － 1

1 2 4 ク
〃

ク －
（2 ．5 5 ） 8 ．8 0 ．8

橙

暗 灰

7 ．5 Y R　 6 ／6

N　 3 ／0
I 区 北 E － 1 0

1 2 5 〃
ク

B
1 5 ．0 5 ．6 5 5 ．2 0 ．3 灰 N　 4 ／0 T R － 1

1 2 6 ク
4′

〃
1 3 ．6 （5 ．3 ）

－
暗 灰 N　 3 ／0 〃

1 2 7 ．・ク
ク

〃
1 5 ．4 6 ．2 8 ．4 暗 灰 N　 3 ／0 I 区 北 G 一一 1 0

1 2 8 緑 粕 陶 器 碗
－

（2 ．3 ） 5 ．6 0 ．2 〃 D － 1 2

1 2 9 〃 ク －
（2 ．2 5 ） 6 ．6 0 ．3 5 〃 F － 1 0

1 3 0 〃 ．ク 1 1 ．6 （2 ．8 ）
－ 〃 E － 1 1

1 3 1 〃 皿 1 0 ．2 5 （1 ．2 5 ）．
－ ク G － 1 3

1 3 2 〃 〃 －
（1 ．5 ） 6 ．0 0 ．3 ク J － 1 2

1 3 3 一ク 碗
－

（2 ．0 5 ） 7 ．6 0 ．4 T R － 1

．，＿．1 3 4 〃 皿 1 3 ．4 2 ．4 7 ．0 0 ．3 3 〃 D － 1 2

1 3 5 ク 碗
－

（1 ．9 ） 8 ．8 0 ．6 5 T R － 1 7

1 3 6 灰 粕 陶 器 〃 1 5 ．4 4 ．9 8 7 ．8 0 ．9 5
浅 黄

オ リー ブ 灰

2 ．5 Y　 7 ／3

1 0 Y　 6 ／2
I 区 北 G － 1 0

1 3 7 土 師器
嚢

A －I
2 6 ．6 （7 ．0 ）

－

胴 径

2 1 ．3 5

明 赤 褐

灰 褐

5 ／6

7 ．5 Y R　 4 ／2
〃 G － 1 1

1 3 8 ．ク
〃

〃
3 1 ．2 （5 ．3 ）

－

橙

に ぷ い橙

5 Y R　 6 ／6

7 ．5 Y R　 7 ／4
〃 G － 9

1 3 9 〃
〃

A －Ⅱ
2 0 ．6 （6 ．7 ）

－

胴 径

1 8 ．6

に ぷ い 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 7 ／4

一ク
〃 I － 1 0

1 4 0 ク
ク

．ク
2 8 ．2 （6 ．9 ）

－
一ク
橙

1 0 Y R　 7 ／4

7 ．5 Y R　 7 ／6
〃 G － 1 0

1 4 1 〃
ク

一ク
2 0 ．9 （6 ．7 ）

－

胴 径

1 8 ．0 5

明 赤 褐

〃

2 ．5 Y R　 5 ／8

2 ．5 Y R　 5 ／6
ク F － 1 1

1 4 2 〃
〃

〃
2 9 ．5 （5 ．2 ）

－ －

橙

〃

2 ．5 Y R　 6 ／6

〃
〃 H － 1 0
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法 量 表

挿図

番号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm）
色　　 調

外
調査 区 出土 グ リッ ド

口径 器高 底径 ．古∠ヽ昔
同 口同

内 （断）

14 3 土師器
嚢

A －Ⅱ
2 9 ．0 （4 ．1） －

にぷい赤褐

にぷい橙

2 ．5 Y R　 5 ／4

5 Y R　 6 ／4
Ⅱ区 F －6

1 4 4 ク
一ク

A －Ⅲ
2 3 ．4 （4 ．8 ） －

にぷい黄橙

灰黄褐

10 Y R　 6 ／3

1 0 Y R　 6 ／2
I 区北 ・ G －9

1 4 5 ク
〃

〃
19 ．5 （4 ．7 ） －

橙

にぷい橙

5Y R　 7 ／6 ．

7 ．5 Y R　 7 ／4
Ⅱ＿区 F －8

1 4 6 〃
〃

ク
2 1．2 （3 ．8 ） －

灰

ク

N ‘4／0

〃
I 区北 F －1 2

1 4 7 〃
ノク
B

1 6 ．6 （6 ．2 ） －
橙

〃

5Y R　 7 ／8

ク
〃 I －1 2

1 4 8 〃
ク

〃
18 ．6 （2 ．5 ） －

灰 褐

にぷ い赤 褐

5Y R　 4 ／2

5 Y R　 5 ／4 ク E －1 1　 ’n r

1 4 9 ク
羽釜

A －1
2年・2 6 ．7 －

灰褐

にぷ い黄 橙

7．5 Y R　 6 ／2

1 0 Y R　 7／3 〃 D －1 2

1 5 0 〃
〃

〃
22 ．3 （1 7 ．4 ） －

胴 径

2 1．5 1

浅黄橙

〃

10 Y R　 8／3

ク
T R －1

1 5 1 〃
〃

〃
27 ．5 （4 ．2） － －

灰褐

橙
5Y R　 4 ／2

5 Y R　 6 ／6
I 区北 G －1 1

1 5 2 一ク
〃

ク
25 ．2 （1 3 ．．4 5 ） －

胴径

27 ．2 5

灰黄 褐

にぷい黄橙

10 Y R　 6／2

1 0 Y R ．7／4 〃 G －9

1 5 3 〃
〃．ニ

A －2
1 8 ．8 （6 ．8） －

胴径

18．7

にぷ い褐

〃

7．5 Y R　 5／4

〃
〃 F －9

1 5 4 〃
〃

A －2
2 3 ．6 （7 ．9） －

橙

灰黄褐
5Y R　 6 ／6

1 0 Y R　 5／2
I 区北 E －1 1

1 5 5 ク
〃

ク
18 ．8 （7 ．7） －

橙

灰黄褐
5Y R　 6 ／6

1 0 Y R　 5／2
Ⅱ区

15 6 ク
ク
B

2 1．6 （7 ．2 ） －
胴径

22 ．4

にぷ い黄橙

ク

10 Y R　 7／4

1 0 Y R　 7／3
I 区北 F －1 3

1 5 7 〃
〃

〃
22 ．2 （6 ．2 ）

－
胴径

2 3．1

浅黄橙

にぷ い黄 橙

10 Y R　 8／4

1 0 Y R　 7／3 〃 E －1 2

1 5 8 ．ク 金島 ‘27 ．0 （6 ．5）
－

にぷい橙

〃

7．5 Y R　 7 ／4

〃
ク F －1 2

1 5 9 土錘
全 長

4 ．7

全 幅

2 ．3

孔径

0 ．5

重量

19 ．2 （g）
にぷい橙 7．5 Y R　 7 ／4 ク G －1 2

1 6 0 〃
全 長

．3 ．7

全 幅

1．9

孔径

0 ．6

重量

1 1．2 （g）
暗灰 N　 3／0 I 区南 D －1 0

1 6 1 〃
全 長

（4 ．5）

全 幅

1．1

孔径

0 ．4 2

重量

3 ．5 （g ）
橙 7．5 Y R　 7／6 I 区北 E －1 0

1 6 2 ク
全 長

7 ．4 5

全 幅

4 ．1 ・

孔径

3 ．6 5

重量

8 8 ．2 （g）
橙 5Y R　 7 ／6 〃 G －1 0

16 3 須恵器
杯

A
1 4．0 3 ．4 9 ．4

灰

〃

N　 6／0

〃
ク G －1 3

1 6 4 〃
ク
B － （2 ．8 ） 6 ．0 0．3

灰 自

〃

N　 8 ／0

7 ．5 Y　 7 ／1 〃 F － 1 3

1 6 5 〃
ノク
C － （2 ．2 ） 7．7 5．0

灰 白

〃

2 ．5 Y　 7 ／1

ク
ク H － 1 1

16 6 〃
〃

〃
12．0 3 ．8 7．4 0 ．4

褐灰

ク

10 Y R　 6／1

〃
Ⅱ区 F －7

1 6 7 〃 蓋 － 1．6 －
つ まみ径

2 ．3

灰

ク

N　 6／0

ク
I 区北 G －1 2

1 6 8 ク 〃 － （1．8 ） －
つ まみ径

2 ．7

浅黄

ク

2 ．5 Y　 8 ／3

〃
〃 G －1 3

1 6 9 〃 〃 1 2．0 （2 ．2 ）
稜径

12 ．7

暗紫 灰

褐灰
5 P　 4 ／1

7．5 Y R　 6／1 〃 〃

1 7 0 〃 士重臣 － （12．6 ） 1 3 ．0 0．8
青灰 ．

灰 白

5 P B　 6 ／1

7 ．5 Y　 7 ／1 ク E －1 0

1 7 1 〃 ク － （2 ．7 ） 9 ．4 0．6
灰 白

〃

N　 7 ／0

2 ．5 Y　 7 ／1 〃 G －1 0

1 7 2 ．ク 〃 － （4 ．7 ） 9．9 0．4
灰 白

ク

5 Y　 7 ／1

N　 7 ／0 〃 H － 1 1

1 7 3 〃
嚢

A
2 1 ．2 （7．2 ） －

灰 白

にぷ い橙

2 ．5 Y　 7 ／1

7 ．5 Y R　 7／3
T R －2 8

1 7 4
〃

〃

〃
17 ．8 （1 3 ．6 ）

胴径

3 1．0

灰

灰
5Y　 6 ／1

N　 6 ／0
I 区北 G ⊥9

1 7 5 〃 ク － － － －
灰

ク

N　 6 ／0

N　 7 ／0 ク E － 1 1

1 7 6 〃
ク

B －2
2 6 ．2 （4．5 ） －

灰

ク

N　 5 ／0

N　 6 ／0
Ⅱ区 F －7

1 7 7 〃
鉢

A
2 2．7 5 （3．9 ） －

浅黄橙

〃

10 Y R　 8 ／3

．ク
I 区北 F － 1 2

57



法 量 表
挿 図

番 号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm ）
色　　 調

外
調 査 区 出 土 グ リ ッ ド

口 径 器 高 底 径 ．合‘∠ヽ 昔
間 口 l司

内 （断 ）

1 7 8 土 師 器
小 皿

B －Ⅲ b
8 ．0 1 ．7 5 4 ．0

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／4

ク
I 区 南 F － 2 0

1 7 9 ク
ク

B －Ⅱ b
7 ．6 1 ．4 5 ．0

橙

ク

5 Y R　 7 ／6

ク
ク I － 2 2 （P 1 1 5 ）

1 8 0 ク
ク

B －Ⅱa
8 ．6 1 ．4 5 ．0

浅 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 8 ／4

〃
〃 J － 2 1

1 8 1 〃
ク

B －Ⅱb
8 ．6 1 ．7 3 5 ．4

灰 白

ク

1 0 Y R　 8 ／2

〃
ク I － 2 0

1 8 2 〃
ク

〃
8 ．0 1 ．2 8 5 ．2

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／6

〃
ク G － 2 0

1 8 3 〃
ク

B －Ⅲ a
8 ．0 1 ．7 5 ．7

灰 白

ク

1 0 Y R　 8 ／2

ク
ノク J － 2 1 （P 8 5 ）

1 8 4 〃
ク

B －I
8 ．0 1 1 ．5 5 ．6

橙

ク

5 Y R　 7 ／6

ク
〃 G － 2 1 （P 12 3 ）

1 8 5 〃
杯

A －Ⅱ a
1 6 ．0 4 ．8 7 ．6 5

浅 黄 橙

灰 白

7 ．5 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 8 ／2
ク K － 1 9

1 8 6 ク
ク

A －Ⅱ a
1 5 ．0 4 ．6 5 ．8 5

橙

〃

5 Y R　 7 ／6

ク
〃 I － 2 3 （S D 8 ）

1 8 7 ク
ク

〃
1 5 ．8 4 ．4 8 ．0

黄 橙

ク

1 0 Y R　 8 ／6

〃
ノク J － 1 8 （S D 1 1＿P 1 6 4 ）

1 ．8 8 ′ク
〃

ク
1 6 ．2 4 ．4 7 ．8

浅 黄 橙

〃

1 0 Y R　 8 ／3

〃
〃 I － 2 0

1 8 9 〃
ク

A 一Ⅱ b
1 5 ．7 5 4 ．6 7 ．0

灰 白

〃

1 0 Y R　 8 ／2

〃
〃 」－ 2 1

1 9 0 ク ク －
（2 ．4 ） 7 ．0 1 ．2

浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／4

ク
〃 I － 2 2 （P 1 1 5 ）

1 9 1 一ク 〃 －
（3 ．9 5 ） 6 ．2 1 ．7

ク
灰 白

7 ．5 Y R　 8 ／3

1 0 Y R　 8 ／1
ノク G － 2 0

1 9 2 ク 椀
－

（3 ．6 5 ） 5 ．7 5 0 ．2
浅 黄 橙

ク

7 ．5 Y R　 8 ／6

〃
〃 G － 2 0 （S D －1 4 ）

1 9 3 〃 〃 －
（2 ．7 5 ） 畠．6 0 ．4

灰 自

〃

1 0 Y R　 8 ／1

1 0 Y R　 8 ／2
〃 H － 1 9 （S D －1 6 ）

1 9 4 ク
〃

B －Ⅱ －
（2 ．4 ） 5 ．4 0 ．3

浅 黄 橙

〃

7 ．5 Y R　 8 ／6

1 0 Y R　 8 ／4
ク G － 2 0 （S D －1 4 ）

1 9 5 ク
〃

ク －
（3 ．0 5 ） 5 ．7 0 ．4 5 〃

ク

7 ．5 Y R　 8 ／3

〃・．
〃 H － 1 9 （S D －1 6 ）

1 9 6 ク
ク

〃 －
（3 ．5 ） 5 ．6 0 ．3 5 〃

ノク

7 ．5 Y R　 8 ／6

ク
〃 I － 1 9 （S D －1 1 ）

1 9 7 瓦 器 椀 1 4 ．0 （3 ．1 5 ）
－

灰

〃

N　 4 ／0

〃
ク G － 2 0

1 9 8 ．ク ク 1 4 ．7 （3 ．9 ）
－

黄 灰

灰

2 ．5 Y　 6 ／1

N　 4 ／0 ク I － 2 0

1 9 9 〃 皿 9 ．5 （2 ．3 ）
－

暗 灰

〃

N　 3 ／0

〃
〃 J － 2 1

2 0 0 ク 椀
－

（0 ．9 3 ） 4 ．2 0 ．3 5
浅 黄 橙

ク

1 0 Y R　 8 ／4

1 0 Y R　 8 ／3
〃 I － 2 2 （P 1 1 5 ）

2 0 1 ク ク －
（1 ．0 ） 6 ．0 0 ．3

‘灰

ク

N　 6 ／0

N　 4 ／0
〃 I － 1 8 （P 1 3 7 ）

2 0 2 緑 柚 陶 器 皿
－

（1 ．3 ） 6 ．7 0 ．9 灰 白 2 ．5 Y　 8 ／1 〃 H － 2 0

2 0 3 土 錘
全 長

4 ．3

全 幅

1 ．7

孔 径

0 ．5

重 量

1 2 ．5 5
灰 白 N　 7 ／0 〃 ．G － 2 2

2 0 4 土 師器 ．
嚢

A －I
3 0 ．4 （9 ．9 ）

－

橙

ク

7 ．5 Y R　 7 ／6 ．

ク
ク G － 2 0 （S D 1 4 ）

2 0 5 〃
〃

ク
2 8 ．0 （4 ．6 ）

－

灰 褐

に ぷ い 橙

7 ．5 Y R　 6 ／2

7 ．5 Y R　 7 ／3
〃 I － 2 2

2 0 6 須 恵 器
杯

B
1 0 ．2 3 ．4 5 4 ．8 0 ．7

灰 白

〃

5 Y　 8 ／1

5 Y　 7 ／1
〃 G － 2 3

2 0 7 ク
蜜

B －I
2 0 ．2 6 ．8 －

灰 白

に ぷ い赤 褐

N　 7 ／0

5 Y R　 5 ／4
ク I － 2 0

2 0 8 ク
〃

B 車Ⅱ
2 5 ．8 （2 2 ．5 ）

－

灰 白

灰

5 Y　 7 ／1

N　 6 ／0
ク J － 2 1

2 0 9 〃 鉢 2 5 ．1 （5 ．2 5 ）
－

浅 黄 橙

〃

1 0 Y R　 8 ／4

〃
〃 〃

2 1 0 ク
ク

A
2 1 ．1 （3 ．9 ）

－

赤 灰

灰 白

2 ．5 Y R　 6 ／1

1 0 Y R　 7 ／2
ク I － 2 2 （P 1 1 7 ）

2 1 1 〃
一ク

〃
2 1 ．5 （8 ．5 ）

－

黄 灰

ク

2 ．5 Y　 6 ／1

〃
〃 K － 1 9

2 12 〃
ク
B

2 4 ．5 1 0 「5 1 2 ．0
灰 白

ク

1 0 Y R　 8 ／1

〃
ク G － 2 0
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法 量 表
挿 図

番 号
種　　 別 器　　 種

法　　　　　 量 （cm ）
色　　 調

外
調 査 区 出 土 グ リ ッ ド

口 径 器 高 底 径 舌 ム ー合．
l司 R l司

内 （断 ）

2 1 3 青 磁 碗 1 7 ．4 （3 ．0 ）
－

灰 オ リー ブ

灰 白

7 ．5 Y　 6 ／2

7 ．5 Y　 7 ／1
I 区 南 H － 2 2

2 1 4 ク ク －
（3 ．4 ） 4 ．9 0 ．7

灰 オ リー ブ

灰 白

7 ．5 Y　 6 ／2

7 ．5 Y　 7 ／1
ク G － 2 1

2 1 5 青 白 磁 合 子 蓋 5 ‾．0 1 ．7
明 緑 灰

灰 白

1 0 G Y　 7 ／1

7 ．5 Y　 8 ／1
ク G － 2 0 （S D －1 4 ）

2 1 6 白磁 碗 1 6 ．4 （2 ．3 ）
－

灰 白

〃

7 ．5 Y　 8 ／2

2 ．5 Y　 8 ／1
ク F － 2 1

2 1 7 ク ク 1 7 ．0 （3 ．1 ）
－

灰 黄

灰 白

2 ．5 Y　 7 ／2

2 ．5 Y　 8 ／1
〃 I － 2 0

2 1 8 ク ク 1 5 ．0 （2 ．5 ）
－

灰 白

ク

7 ．5 Y　 7 ／1

5 Y　 8 ／1
〃

G － 2 1 （P 12 3 ）’‾：′

2 1 9 ．ク 〃 1 6 ．0 （3 ．3 ）
－

灰 白

〃

7 ．5 Y　 7 ／1
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Ⅱ区調査風景（北から）
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Ⅱ区遺物出土状況（南から）
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SD12・13，P88，SBl完掘状況（東から）
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